
蔵
外
文
献
に
は
宗
義
書
（
喝
§
ミ
言
く
喝
息
ミ
ミ
ご
ミ
ミ
慧
鴇
冒
氾
と
呼
ば
れ
る
文
献
類
が
あ
り
、
そ
の
多
く
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教①

四
学
派
、
す
な
わ
ち
毘
婆
沙
師
（
Ⅱ
説
一
切
有
部
）
、
経
量
部
、
唯
識
派
、
中
観
派
、
お
よ
び
非
仏
教
の
哲
学
諸
派
の
思
想
を
「
順
次
に
」

概
説
す
る
と
い
う
形
式
を
と
る
。
そ
の
う
ち
言
サ
ル
宗
義
書
」
（
閉
昌
曾
閏
。
頚
昌
廻
息
ミ
言
』
、
「
大
宗
義
書
」
卑
息
ミ
言
』
Ｓ
§
§

「
チ
ャ
ン
キ
ャ
宗
義
書
」
８
国
侭
い
ざ
ｓ
喝
息
ミ
言
》
、
『
宗
義
宝
環
』
？
§
菖
言
』
§
＆
§
導
愚
侭
胃
等
に
つ
い
て
は
翻
訳
・
訳
を
含

②

め
、
多
く
の
研
究
成
果
の
蓄
積
が
あ
る
。

本
稿
は
、
ゲ
｜
ル
ク
派
四
大
学
問
寺
の
一
つ
セ
ラ
僧
院
に
所
属
す
る
チ
ェ
ー
パ
学
堂
の
講
説
（
ざ
ミ
ミ
§
）
を
一
五
二
年
か
ら
一
五
四

○
年
ま
で
務
め
ら
れ
、
そ
の
学
堂
で
用
い
ら
れ
る
教
科
書
（
鳥
§
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ェ
ッ
ン
チ
ュ
ー
キ
ギ
ェ
ル
ッ
ェ
ン

駕
胃
§
ｇ
ｏ
匂
壁
ご
題
ミ
ミ
き
§
（
里
８
‐
勗
措
）
作
の
『
宗
義
規
定
」
？
息
ミ
言
ご
冒
蒼
ぬ
き
侭
を
取
り
上
げ
、
本
書
よ
り
、
毘
婆

沙
師
章
と
経
量
部
章
と
に
対
す
る
和
訳
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
書
は
、
先
の
ジ
ャ
ム
ャ
ン
シ
ェ
ー
パ
爵
言
乳
母
§
甥
守
さ
員
曾

（
ぷ
あ
山
忍
也
の
「
大
宗
義
書
」
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
・
ロ
ル
ペ
ー
ド
ル
ジ
ェ
弓
自
侭
幕
旨
ぎ
ざ
倉
ご
号
ｑ
、
含
凶
や
３
の
『
チ
ャ
ン
キ
ャ

③

宗
義
言
」
に
比
す
れ
ば
小
編
で
あ
り
、
仏
教
四
学
派
の
思
想
の
み
を
扱
う
初
学
者
向
け
の
読
み
物
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
ッ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ギ

ジ
ェ
ッ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ギ
ェ
ル
ッ
ェ
ン
作
「
宗
義
規
定
』
の
和
訳

は
じ
め
に

白
館
戒
雲
（
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
）

1



Ｇ

こ
ん
に
ち
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
研
究
は
、
内
容
が
充
実
し
た
啓
蒙
言
も
上
梓
さ
れ
る
ほ
ど
、
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
。
し
か
し
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
、
こ
こ
で
は
ゲ
ル
ク
派
の
教
義
学
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
哲
学
を
指
す
が
、
そ
れ
が
前
提
と
し
て
い
る
教
義
学
的
水
準
の
全
体

像
に
つ
い
て
は
、
未
だ
共
有
の
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
『
宗
義
規
定
」
の
試
訳
を
行
う
目
的
の
ひ
と
つ
に
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
哲
学
が
前
提
と
す
る
教
義
学
的
水
準
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。

和
訳
に
つ
い
て
は
、
セ
ラ
寺
版
を
定
本
と
し
、
イ
ン
ド
・
セ
ラ
寺
新
版
を
参
照
本
と
し
た
。
な
お
訳
註
に
つ
い
て
は
、
い
ま
は
紙
面
の

次
の
よ
う
に
な
る
。

エ
ル
ッ
ェ
ン
が
後
の
ゲ
ル
ク
派
に
与
え
た
思
想
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
は
い
え
、
ゲ
ル
ク
派
の
宗

④

義
書
の
「
原
型
」
と
な
る
文
献
で
あ
ろ
う
と
筆
者
等
は
考
え
て
い
る
。

い
ま
彼
の
著
作
を
、
東
北
大
学
所
蔵
「
西
蔵
撰
述
仏
典
目
録
」
（
仙
台
、
愚
也
に
録
さ
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
、
内
容
分
類
す
れ
ば

宗
義
害
Ｇ
ご
・
ぎ
き
尉
魚
》

『
現
観
荘
厳
論
」
」
》
登
旨
蒼
昌
ミ
亀
言
訂
圖
に
関
す
る
も
の
Ｇ
悪
。
ぎ
ぎ
②
蔚
賦
伝
辛
へ
里
戸
澤
Ｓ
冥
旦
ｓ
一
雨
一
国
貢
蝉
負
戻
ご
団
尉

Ｅ
一
団
貢
ｐ
角
浬
窟
鐸
角
型
団
曽
向
鬮
い
①
鬮
興
の
忠
企
ｑ
陶
助
①
砲
口
の
忠
己

『
未
了
義
了
義
善
説
心
髄
」
ｂ
曽
侭
侭
旦
噴
雰
言
号
菖
冒
侭
営
に
関
す
る
も
の
（
ご
ざ
ぎ
ぎ
．
畠
ｓ

『
入
中
論
註
・
密
意
解
明
」
儲
誉
営
亀
包
の
§
頚
冒
↓
息
閣
ミ
に
関
す
る
も
の
Ｇ
ざ
。
ぎ
ぎ
）
．
＆
竪

律
司
冒
旨
に
関
す
る
も
の
Ｇ
ｇ
ｏ
ざ
言
団
も

『
倶
舎
論
」
堅
き
ミ
言
ご
旨
亀
ざ
胃
に
関
す
る
も
の
Ｇ
罫
。
ぎ
ぎ
．
尉
國

量
営
‐
ミ
ミ
ミ
に
関
す
る
も
の
（
§
ぎ
ぎ
ざ
尉
削
Ｅ
￥
局
更
Ｑ
ｑ
段
④

⑤

そ
の
他
（
§
ぎ
ぎ
澤
）
鼠
賦
．
団
禽
．
団
も
。
鎚
巴



関
係
上
、
特
に
必
要
な
も
の
の
み
に
限
っ
て
い
る
こ
と
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
・

砕
量
§
§
言
・
厨
ご
忌
・
・
凰
蔑
目
ｇ
ｏ
函
四
○
閨
房
目
‐
記
』
冒
○
冨
虜
自
画
記
忌
き
ぎ
恩
電
、
ミ
ミ
ご
Ｃ
Ｏ
ミ
稔
旦
ざ
息
鴎
〉
食
）
自
浄
ミ
‐

ざ
ｇ
言
困
鼻
ミ
侭
欧
国
営
ミ
Ｎ
ｏ
Ｏ
ご
○
ｂ
崖
、
悶
冒
さ
》
己
、
助
慰
℃
？
ｃ
ミ
Ⅱ
ご
ぎ
ぎ
ぎ
ふ
駅
廻
．

乏
胃
Ｇ
悪
ミ
、
ｓ
§
擦
畠
さ
電

②
宗
義
書
に
対
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
御
牧
克
己
「
チ
ベ
ッ
ト
語
仏
典
概
観
」
（
「
チ
ベ
ッ
ト
の
言
語
と
文
化
」
冬
樹
社
、
一
九
八
七
）
三
○

三
’
三
○
七
頁
に
詳
し
い
。
以
下
筆
者
が
気
付
い
た
余
の
二
・
三
の
も
の
を
追
加
し
て
お
く
。

松
本
史
朗
。
爵
》
§
熟
ご
員
冒
常
に
お
け
る
中
観
理
解
」
（
需
日
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
十
三
号
、
一
九
八
一
・
同
字
ベ
ッ
ト

註①
こ
こ
で
の
「
順
次
に
」
と
い
う
語
の
使
川
に
つ
い
て
は
、
松
本
史
朗
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
哲
学
』
（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
四
）
三
五
’
三
六
頁
に
述

べ
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
ニ
壮
・
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
・
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
菌
鯛
譽
ミ
噌
園
ミ
善
。
ロ
公
爵
山
里
里
の
「
宗
義
大

海
に
入
る
船
」
？
§
曽
言
』
》
噌
凰
ミ
息
ミ
》
侭
曾
》
蒟
司
ミ
烏
営
頚
に
お
け
る
記
述
を
参
照
の
こ
と
（
弓
ぎ
ぎ
号
．
閉
認
．
尋
§
員
畠
麗
》
慧
．
８

、
Ｉ
入
〆
０

１
０
足
」

同
「
仏
教
綱
要
耆
」
（
『
敦
埠
胡
語
文
献
』
講
座
敦
埋
・
第
六
巻
一
九
八
五
。
同
『
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
哲
学
』
加
筆
補
訂
収
録
）

』
ミ
胃
。
固
》
旨
§
ミ
ミ
ミ
雷
具
鳶
口
園
言
冒
営
画
自
尽
ｇ
ぎ
み
．
愚
鬮
（
ダ
ラ
ィ
ラ
マ
ニ
世
・
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
・
ギ
ャ
ム
ヅ
ォ
尉
鯛
暮
薑

》
亀
Ｓ
喜
暮
。
の
『
宗
義
大
海
に
入
る
船
」
Ｑ
‐
息
菖
言
さ
廻
国
ミ
墨
。
、
菅
恩
亀
筒
曽
、
§
言
頚
の
英
訳
を
含
む
）

御
牧
克
己
ヨ
ロ
サ
ル
宗
義
書
」
唯
識
派
章
試
訳
⑩
」
合
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
第
十
一
・
特
別
号
『
仏
教
思
想
史
論
集
』
一
九
八
八
）

同
皆
喜
ミ
ミ
ミ
ミ
圏
畠
。
薑
且
苓
忌
§
§
，
ミ
員
意
尽
曾
ミ
ミ
ミ
蒔
囚
。
甥
ミ
喝
息
曽
言
》
璽
葺
○
篇
（
「
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
」

第
三
十
一
号
、
平
成
四
年
三
月
）

仏
教
哲
学
」
加
筆
補
訂
収
録
）

同
「
吻
目
闇
忌
昌
曾
の
園

旧
‐
｜
吻
屋
亀
晦
国
司

加
筆
補
訂
収
録
）

開
昌
冷
言
曾
批
判
に
つ
い
て

弓
日
本
西
蔵
学
会
会
報
』
第
二
十
八
号
、
一
九
八
二
。
同
『
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
哲
学
」

3



㈲

吉
水
千
鶴
子
「
ゲ
ル
ク
派
に
よ
る
経
量
部
学
説
理
解
仙
二
諦
説
」
（
「
成
川
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
一
号
、
一
九
九
八
。
「
チ
ャ
ン
キ
ャ

宗
義
害
』
経
量
部
章
の
部
分
訳
）

な
お
、
ミ
ミ
亀
迂
凋
ゞ
囚
。
甥
ミ
喝
息
ご
忌
具
恩
員
。
』
邑
鬮
出
出
（
御
牧
克
己
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
宗
義
文
献
（
学
説
綱
要
耆
）
の
問
題
」

「
東
洋
学
術
研
究
」
第
二
十
一
巻
第
二
号
）
に
は
、
イ
ェ
、
ン
エ
ー
デ
尽
き
鴎
吻
冬
（
九
世
紀
初
頭
）
の
『
見
解
の
区
別
」
国
感
冒
葦
ご
員
曾
弓
な
ど

前
伝
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
も
含
め
計
川
十
種
の
文
献
が
「
宗
義
書
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
ワ
ン
ペ
ル
デ
ン
掃
侭
号
Ｓ
喝
号
昌

尽
曽
画
忍
迅
の
「
大
宗
義
書
添
註
』
望
、
９
鳶
。
ミ
ミ
ミ
雰
呉
ｇ
ｏ
匂
‐
需
罵
哺
患
§
‐
号
ミ
‐
ミ
曽
呉
團
曽
‐
§
、
＆
胃
員
、
。
ご
急
。
胃
、
、
言
冴
旦
号

ご
崎
、
閏
。
向
雰
‐
〉
罰
）
言
ご
罵
員
ヌ
ロ
ミ
貢
邑
闇
な
ど
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。

④
本
書
お
よ
び
、
「
七
十
臺
冒
：
冬
ご
昌
画
ざ
。
言
言
団
§
と
「
地
道
規
定
』
爵
冒
冨
ミ
急
営
ぬ
き
侭
Ｓ
鳶
匿
号
画
閏
巴
の
三
つ
は
、
ま
と

め
て
の
、
息
。
。
冨
幹
頚
ミ
薑
と
呼
ば
れ
、
セ
ル
チ
ェ
ー
学
堂
に
お
い
て
は
、
初
学
者
が
学
ぶ
べ
き
教
科
耆
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

四
「
原
型
」
と
い
う
の
は
松
本
氏
の
表
現
（
同
「
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
学
に
つ
い
て
」
一
東
洋
学
術
研
究
」
第
二
○
巻
第
一
号
、
一
九
八
一
、
一
四
八

頁
）
で
あ
る
が
、
筆
者
等
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
・
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
の
宗
義
書
、
お
よ
び
ソ
ナ
ム
タ
ク
パ
臣
民
曽
営
匂

晦
愚
甥
曾
画
公
認
山
馴
も
の
そ
れ
Ｓ
§
震
畠
旧
。
匂
§
飼
い
忌
昌
こ
ぎ
畠
震
局
摺
所
収
）
と
の
内
容
比
較
な
ど
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
基
礎
的
研
究
が

本
文
献
（
「
悪
見
の
闇
の
排
除
」
国
罫
侭
§
↓
ミ
ミ
い
も
は
、
豊
司
ご
§
、
（
ご
蜀
斡
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
キ
ャ
派
の

シ
ャ
ー
キ
ャ
チ
ョ
ク
デ
ン
と
コ
ラ
ム
パ
に
よ
る
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
批
判
に
対
す
る
返
答
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
後
者
は
、
そ
の
奥
書
に
あ
る
よ

う
に
、
ジ
ェ
ッ
ン
パ
亡
き
後
、
そ
の
未
完
成
な
る
も
の
（
§
言
筥
、
。
）
を
弟
子
デ
レ
ク
ニ
マ
が
補
完
し
た
も
の
念
言
器
。
冨
廻
で
あ
る
。
な
お
松

本
前
掲
書
の
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
概
説
」
に
は
「
ジ
ェ
ッ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ギ
ェ
ル
ッ
ェ
ン
と
そ
の
弟
子
デ
レ
ク
ニ
マ
に
よ
る
「
悪
見
の
闇
の
排
除
筐

残
さ
れ
て
い
る
。

本
文
献
（
「
窯

問
尽
曽
』
．
。
．
。
【
§
琶
国

量
部
章
の
英
訳
を
含
む
）

Ｈ
①
垢
斥
岬
、
、
．
尚
。
〕
ｌ
Ｈ
ｍ
ｑ

高
田
順
仁
「
ジ
ェ
ッ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ギ
ェ
ル
ッ
ェ
ン
の
宗
義
書
ｌ
無
我
ｌ
」
（
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
第
五
十
三
号
、
邑
曾
』
瞳
）
も
‐
も

同
ヨ
チ
ャ
ン
キ
ャ
宗
義
書
』
経
量
部
の
説
明
試
訳
仰
」
（
「
ア
ル
テ
ィ
』
第
六
号
、
Ｓ
ｇ
瞳
）
．
、
‐
閏
）

餌
号
査
曽
烏
・
鼠
、
国
胃
冒
冨
の
§
慰
呉
ロ
。
曽
喝
§
ご
詫
陣
量
。
ミ
ミ
侭
亀
ミ
ミ
量
ご
§
ｅ
・
国
胃
§
再
匡
ミ
ミ
ミ
、
・
匂
忌
＆
硯
営
Ｑ
§
、
、
．
乏
胃
）
辱
忌

【
ざ
冒
言
鯨
冨
ミ
ミ
侭
欧
堂
侭
ミ
ミ
・
亀
啓
ｓ
Ｒ
言
忌
ミ
ョ
ミ
ミ
陣
言
ミ
ミ
ミ
ざ
．
罵
昌
ぎ
み
．
乞
閏
．
ニ
チ
ャ
ン
キ
ャ
宗
義
書
』
経
４



ｑ

こ
こ
で
（
Ⅱ
本
書
で
）
宗
義
の
規
定
を
説
明
す
る
こ
と
に
、
定
義
（
ミ
酎
言
言
魯
匙
、
分
類
ａ
胃
冒
）
、
分
け
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
［
の
学

派
］
の
内
容
（
§
善
）
を
説
明
す
る
こ
と
［
三
つ
］
が
あ
る
。

第
一
（
Ⅱ
定
義
）
に
つ
い
て
、
「
三
宝
（
詮
。
喜
蒼
昔
開
曽
量
￥
弓
ミ
§
ミ
Ⅱ
佛
法
僧
）
を
正
し
い
帰
依
処
（
§
息
畠
曽
こ
§
噌
浄
色
と
し
て
認

め
、
そ
れ
よ
り
以
外
の
帰
依
処
を
主
張
し
な
い
、
宗
義
を
語
る
人
（
函
§
蝿
凝
ら
」
そ
れ
が
、
仏
教
徒
（
尋
員
貰
い
§
頚
侭
曽
吻
曾
）
の
宗
義

「
』
一

房
ｌ
Ｌ
ａ
」
Ｉ

た
て
ま
つ
る
。

こ
こ
で
（
Ⅲ

を
語
る
人
の
定
義
で
あ
る
。

明
す
る
こ
と
で
あ
る

第
二
（
Ⅱ
分
類
）
、
そ
れ
（
Ⅱ
仏
教
徒
の
宗
義
を
語
る
人
）
を
分
類
す
れ
ば
、
毘
婆
沙
師
（
哩
雨
ミ
四
画
言
ミ
質
尽
き
欝
昏
）
、
経
呈
部

②

（
量
ロ
。
鳥
曾
〉
幹
震
ミ
ミ
き
）
、
唯
心
派
（
幹
蒼
吻
曾
営
曾
）
、
無
自
性
論
者
（
得
。
守
。
忌
覺
ミ
ミ
宵
》
‐
ミ
ミ
胃
Ⅱ
中
観
派
）
と
の
四
つ
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
前
二
つ
は
「
外
境
実
在
論
者
二
派
」
ｓ
ｏ
言
い
蒼
曽
島
如
曾
吻
）
と
も
い
う
。

第
三
（
Ｉ
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
、
毘
婆
沙
師
の
宗
（
肩
堕
）
と
経
量
部
の
宗
と
唯
心
派
の
宗
と
無
自
性
論
者
の
宗
を
説

と
あ
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
読
者
は
、
本
書
が
文
字
ど
お
り
師
弟
の
共
同
執
筆
で
あ
る
と
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
注
意
し
て
お
く
。
チ
ベ
ッ
ト

で
は
、
師
弟
が
共
同
執
筆
す
る
と
い
う
習
慣
は
見
ら
れ
な
い
。

⑥
日
本
に
お
け
る
最
近
の
チ
ベ
ッ
ト
学
の
研
究
と
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
ミ
ミ
農
蒼
§
湧
園
ミ
ミ
騨
重
鳶
員
書
こ
§
§
ら
認
‐
己
題

望
、
Ｑ
ミ
爵
ご
『
騨
貿
』
鳥
琶
Ｑ
一
言
ミ
騨
震
号
吻
倉
‐
幕
廷
。
》
邑
駅
、
福
田
洋
一
「
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
学
一
○
年
」
（
「
仏
教
学
』
第
三
六
号
、
一
九
九

四
年
一
二
月
、
田
ｌ
㈲
）
が
あ
る
。

［
和
訳
］
ジ
ェ
ッ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ギ
ェ
ル
ッ
ェ
ン
作
『
宗
義
規
定
』

上
師
で
あ
る
救
世
者
文
殊

ミ
ミ
ミ
ミ
館
。
薑
営
§
ミ
号
ミ
尋
旨
高
覗
）
と
本
性
を
異
に
す
る
こ
と
な
き
勝
れ
た
尊
者
方
に
礼
拝
し

よ
り
毘
婆
沙
師
章
と
経
量
部
章
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ま
た
［
異
な
っ
た
見
方
か
ら
］
事
物
を
分
類
す
れ
ば
、
世
俗
諦
（
ぎ
ミ
号
。
ご
島
§
園
ゞ
い
§
ご
§
園
曾
仮
象
の
真
実
）
と
勝
義
諦
（
§
嵩
：
ご

鳶
琶
曾
〉
旨
昌
蒼
ミ
耳
言
旨
冒
．
第
一
義
の
真
実
）
と
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
「
壊
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
知
ｓ
ｏ
）
で
部
分
が
そ
れ

ぞ
れ
取
り
除
か
れ
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
（
薗
侭
Ⅱ
世
俗
諦
）
を
把
握
す
る
知
が
［
そ
れ
、
世
俗
諦
を
］
捨
て
る
法
と
し
て
縁
ぜ
ら
れ
る
も

第
二
に
つ
い
て
、
そ
れ
（
Ⅱ
毘
婆
沙
師
）
を
分
類
す
れ
ば
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
毘
婆
沙
師
（
丙
言
鳥
胃
ミ
、
．
ご
ミ
画
言
』
旬
ざ
尋
園
‐

③

ご
§
言
画
き
）
、
外
国
師
（
暮
啓
碕
曾
）
、
中
部
の
毘
婆
沙
師
（
冒
患
５
曹
胃
ざ
贈
ミ
圏
言
）
の
三
つ
が
あ
る
。

第
三
（
Ⅱ
語
義
解
釈
）
に
つ
い
て
、
な
ぜ
毘
婆
沙
師
と
い
わ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
「
大
毘
婆
沙
論
』
に
従
っ
て
宗
義
を
語
る
の
で
、

そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
三
世
［
の
法
］
（
き
い
唄
置
ミ
）
を
実
体
（
》
爵
畠
》
卦
画
還
巳
の
種
（
ご
ヘ
ミ
限
昌
鴎
亀
）
と
し
て
語

④

る
の
で
、
「
毘
婆
沙
師
」
（
Ｉ
説
一
切
有
部
）
と
呼
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
（
Ⅱ
対
象
の
主
張
の
仕
方
）
に
つ
い
て
、
「
効
果
的
作
用
能
力
」
（
号
蕎
辱
員
冒
曾
）
が
事
物
（
ｓ
§
息
。
）
の
定
義
で
あ
る
。
事
物

と
有
（
苫
§
園
）
と
所
知
（
い
ざ
§
〕
葡
選
画
）
は
同
義
（
号
喜
胃
趣
で
あ
る
。

そ
れ
（
Ｉ
事
物
）
を
分
類
す
れ
ば
、
常
で
あ
る
事
物
と
、
無
常
で
あ
る
事
物
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者
は
、
た
と
え
ば
、
虚
空

（
昏
吻
ご
ミ
ご
畠
曹
曽
蒼
ミ
言
・
Ⅱ
幕
§
）
、
択
滅
（
唾
。
き
、
冒
画
唄
管
い
、
ミ
§
ミ
寒
自
‐
鼠
、
。
忌
亀
）
、
非
択
滅
（
物
。
ご
笥
胃
侭
吻
菖
墓
瞥
吋
侭
貰
〕

§
ミ
爵
ミ
爵
迂
回
‐
尋
。
急
愚
）
で
あ
る
。
後
者
は
、
た
と
え
ば
、
生
じ
た
る
も
の
（
島
へ
息
亀
）
、
作
ら
れ
る
た
る
も
の
（
冒
息
・
）
、
無
常
（
ミ

翼
晶
曾
・
口
鼠
ご
画
Ⅱ
刹
那
減
）
で
あ
る
。

念
号
高
唱
１
息
．
真
実
と
し
て
成
立
し

沙
［
２
ａ
］
師
の
定
義
で
あ
る
。

第
一
に
は
、
定
義
、
分
類
、
語
義
解
釈
（
侭
ミ
ミ
ミ
曾
）
、
対
象
（
廷
具
ご
貫
旨
）
の
主
張
の
仕
方
、
有
対
象
（
員
。
§
．
ご
貫
冒
）
の
主
張

の
仕
方
、
無
我
（
登
侭
ミ
鼠
薑
き
き
ご
亀
）
の
主
張
の
仕
方
、
地
と
道
（
旨
ざ
薑
）
の
規
定
を
説
明
す
る
こ
と
［
の
七
つ
］
が
あ
る
。

第
一
に
つ
い
て
、
「
自
己
認
識
（
ミ
畠
烏
吻
§
白
冨
烏
合
ミ
ミ
ミ
ミ
§
）
を
主
張
せ
ず
、
外
境
守
ミ
ミ
ミ
〉
ミ
ミ
凰
言
外
界
対
象
）
が
諦
成

（
蔦
冨
噌
息
真
実
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
）
で
あ
る
と
主
張
す
る
、
小
乗
（
骨
噌
言
§
・
言
冒
昌
冒
園
）
の
宗
義
を
語
る
人
」
そ
れ
が
毘
婆
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の
」
そ
れ
が
世
俗
諦
の
定
義
で
あ
ブ

な
ぜ
な
ら
、
壺
が
［
２
ｂ
］
槌
直

ら
で
あ
り
、
毛
織
物
の
織
り
糸
が
《

捨
て
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
、
「
壊
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
知
で
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
除
か
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
（
、
§
函
Ⅱ
勝
義
諦
）
を
把
握
す
る
知

が
［
そ
れ
、
勝
義
諦
を
］
捨
て
ざ
る
法
と
し
て
縁
ぜ
ら
れ
る
も
の
」
そ
れ
が
勝
義
諦
の
定
義
で
あ
る
。
具
体
的
実
例
は
、
た
と
え
ば
方
分

な
き
微
細
（
さ
↑
ざ
ざ
§
、
ざ
。
唄
瞥
。
言
蒼
＆
Ⅱ
極
微
曾
ミ
ミ
§
震
）
、
時
分
な
き
知
（
吻
胃
旨
き
い
曹
向
言
営
§
、
無
為
（
菩
吻
ミ
亀
冒
堕
』

§
冒
器
§
）
で
あ
る
。
［
以
上
は
］
『
倶
舎
論
」
（
蚤
ｂ
Ｎ
具
患
迂
忌
§
ミ
ざ
胃
）
に
、

壷
や
水
の
よ
う
に
、
壊
さ
れ
た
り
、
知
（
ｇ
〉
尋
愚
貫
き
．
覚
）
で
他
の
も
の
が
除
か
れ
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
の
知
が
生
じ
な
い
も
の
、

そ
れ
が
世
俗
有
（
“
ミ
建
蔑
‐
埠
邑
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
勝
義
有
（
曾
愚
言
ミ
ミ
‐
い
§
で
あ
る
。
（
員
諦
，
も

と
［
世
親
尋
旨
胃
忌
§
農
は
］
お
述
べ
に
な
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
［
毘
婆
沙
師
は
］
三
世
［
の
法
］
を
実
体
と
主
張
し
、
な
ぜ
な
ら
、
壺
は
壷
の
過
去
時
に
お
い
て
も
有
り
、
壺
の
未
来

時
に
お
い
て
も
壷
は
有
る
と
主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
・
有
対
象
の
主
張
の
仕
方
に
つ
い
て
、
五
穂
の
集
ま
り
に
過
ぎ
な
い
も
の
（
墓
ミ
侭
営
§
。
噌
冒
ミ
）
を
人
（
ぬ
§
四
Ｎ
侭
冨
舟
§
）

の
具
体
的
実
例
と
し
、
意
識
（
員
質
量
§
言
い
奇
“
ゞ
言
§
。
ご
贄
§
園
第
六
意
識
）
を
人
の
具
体
的
実
例
と
主
張
す
る
等
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

知
ｓ
ｏ
）
に
は
量
（
ミ
ミ
ミ
画
〉
、
Ｓ
言
曽
亀
確
実
な
認
識
手
段
）
と
量
に
非
ざ
る
知
（
ミ
ミ
ミ
冨
豐
ｇ
）
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者

（
Ｉ
量
）
に
は
現
量
（
き
§
葛
昌
言
豐
暮
員
弓
員
》
、
亀
冒
雰
昌
）
と
比
量
（
骨
曽
慧
号
侭
曾
曹
匂
言
ミ
ミ
、
ミ
ミ
昌
曽
）
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
（
Ⅱ

現
呈
）
は
、
根
含
ミ
昼
急
感
官
）
に
よ
る
現
量
（
患
§
ぬ
ざ
ご
》
畠
。
高
畠
ミ
）
と
意
に
よ
る
現
量
（
員
曹
ミ
員
。
善
吟
ミ
斡
』
雪
§
畠
息
曽
冒
曹
）
と

琉
伽
行
者
の
現
量
（
、
ミ
）
ご
ｓ
曽
侭
。
蓄
昌
ミ
、
廷
。
ぬ
ミ
‐
噂
亀
曽
曹
）
と
の
三
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
根
に
よ
る
現
量
で
あ
っ
て
も
、
［
そ
れ
７

⑤

そ
れ
が
世
俗
諦
の
定
義
で
あ
る
。
具
体
的
実
例
（
旨
き
§
鞠
迂
）
は
、

な
ら
、
壺
が
［
２
ｂ
］
槌
で
壊
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
（
曽
侭
Ⅱ
壺
）

あ
り
、
毛
織
物
の
織
り
糸
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
除
か
れ
る
な
ら
ば
、

た
と
え
ば
壺
（
言
昌
曾
瓶
）
や
毛
織
物
（
胃
ミ
蕎
言
）
で
あ
る
。

を
把
握
す
る
知
が
［
そ
れ
、
壺
を
］
捨
て
る
も
の
で
あ
る
か

そ
れ
（
Ⅱ
毛
織
物
）
を
把
握
す
る
知
は
［
そ
れ
、
毛
織
物
を
］



第
六
・
無
我
を
主
張
す
る
仕
方
に
つ
い
て
、
微
細
な
る
無
我
と
微
細
な
る
人
無
我
（
習
侭
漣
侭
噴
喜
餌
ミ
ミ
葛
愚
営
。
）
は
同
義
で
あ
る

と
主
張
し
、
法
無
我
（
＆
。
い
ざ
急
鳥
四
ミ
鼠
号
ミ
蒼
園
‐
言
§
劃
言
旨
）
を
認
め
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
［
の
学
派
］
は
、
基
体
が
成
立
し
て
い
る

な
ら
ば
（
鴨
量
四
息
冒
）
、
法
我
（
３
。
い
ざ
魁
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遍
充
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ら
（
Ⅱ
十
八
部
派
）
の
中
、
犢
子
部
厨
ミ
ミ
、
冨
曾
』
罫
冴
§
ご
胃
）
は
、
常
で
あ
り
、
単
一
で
あ
り
、
独
存
で
あ
る
も
の
と
し

て
空
で
あ
る
人
無
我
［
の
み
］
を
認
め
、
自
足
的
な
実
有
と
し
て
空
で
あ
る
人
無
我
を
認
め
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
（
Ⅱ
犢
子
部
）

は
蘓
と
本
性
が
一
で
あ
る
（
函
。
趣
、
異
で
あ
る
（
昔
ミ
ミ
［
瀧
は
］
常
で
あ
る
、
無
常
で
あ
る
と
の
い
ず
れ
と
も
表
現
で
き
な
い
自
足

的
な
実
有
で
あ
る
我
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
七
・
地
と
道
の
規
定
に
は
、
所
断
（
§
侭
冒
ゞ
、
園
言
§
盲
）
と
、
地
と
道
の
規
定
そ
の
も
の
を
説
明
す
る
こ
と
［
二
つ
］
が
あ
る
。

第
一
（
Ｉ
所
断
の
説
明
）
に
つ
い
て
、
障
（
侭
患
曾
ゞ
、
ご
ミ
ミ
ｓ
）
に
は
有
染
汚
（
亀
ミ
ミ
。
畠
：
§
』
雲
§
）
と
不
染
汚
（
言
苦
言
雷
。
侭
胃
ミ

ミ
ら
昌
曾
》
画
鴛
§
）
と
の
障
の
二
つ
が
あ
る
と
主
張
し
、
所
知
障
（
堕
胃
錯
患
〕
蔦
葛
‐
§
ミ
§
画
）
と
い
う
表
現
は
［
用
い
ら
れ
］
な
い
。

［
二
つ
の
障
の
う
ち
、
］
前
者
は
主
と
し
て
解
脱
（
昔
巷
亀
』
言
。
曹
）
の
獲
得
を
こ
ば
み
、
後
者
は
主
と
し
て
一
切
智
（
昔
蒼
：
ミ
ミ
胃
ご

旨
』
吟
ミ
ミ
爵
‐
言
こ
の
獲
得
を
こ
ば
む
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
の
具
体
的
実
例
は
、
た
と
え
ば
、
人
は
自
足
的
な
実
有
で
あ
る

と
把
握
す
る
分
別
（
§
恩
凰
）
と
、
そ
れ
に
起
因
し
て
生
じ
た
三
毒
（
§
ぬ
甥
Ｓ
言
）
お
よ
び
［
三
毒
の
］
種
子
（
旨
言
慧
さ
菩
）
で
あ
る
。
後

伽
行
者
の
現
量
と
の
二
つ
が
あ
る
。

６

は
］
知
（
墨
、
愚
ｓ
）
［
で
あ
る
こ
と
］
に
よ
っ
て
遍
充
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
［
有
色
で
あ
る
］
眼
根
は
現
量
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑦

琉
伽
行
者
の
現
量
に
は
、
人
無
我
（
笛
言
い
Ｎ
信
明
忌
島
函
営
息
を
現
前
に
（
量
員
。
善
い
謹
言
§
）
証
悟
す
る
琉
伽
行
者
の
現
量
と
、
微
細
な
る

無
常
（
暮
曽
ｇ
ざ
尋
勘
鳥
曾
Ⅱ
刹
那
減
）
を
現
前
に
証
悟
す
る
琉
伽
行
者
の
現
量
と
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
に
は
、
人
が
常
で
あ
り
、
単

一
で
あ
り
、
独
存
で
あ
る
も
の
（
、
鳥
照
侭
昌
信
患
園
億
。
§
）
と
し
て
空
で
あ
る
（
Ⅱ
粗
大
な
る
人
無
我
）
と
証
悟
す
る
琉
伽
行
者
の

［
３
ａ
］
現
量
と
、
人
が
自
足
的
な
実
有
（
§
品
曇
目
言
ご
ａ
、
烏
急
ご
息
と
し
て
空
で
あ
る
（
Ⅱ
微
細
な
る
人
無
我
）
と
証
悟
す
る
琉
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者
［
の
具
体
的
実
例
］
は
、
た
と
え
ば
、
人
は
自
足
的
な
実
有
で
あ
る
と
把
握
す
る
分
別
の
習
気
念
侭
昔
噌
ゞ
ご
劇
§
画
）
と
、
そ
れ
に
起

因
し
て
生
じ
た
心
の
鹿
悪
（
唱
昌
言
隠
ミ
§
》
島
員
言
言
）
で
あ
る
。

第
二
・
地
と
道
の
定
立
そ
の
も
の
の
説
明
に
は
、
［
ま
ず
］
三
乗
の
人
［
そ
れ
ぞ
れ
］
に
よ
っ
て
道
が
進
め
ら
れ
る
仕
方
の
相
違
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
声
聞
（
ミ
§
誉
吻
》
§
昌
雷
）
の
種
姓
（
笥
曾
》
ぬ
。
§
）
を
有
す
る
者
た
ち
は
、
人
は
［
３
ｂ
］
自
足
的
な
実
有
と
し
て
の

空
で
あ
る
と
理
解
す
る
そ
の
見
解
（
Ⅱ
微
細
な
る
人
無
我
）
を
下
の
福
徳
資
糧
（
雰
員
薯
§
勇
曹
き
。
頚
》
曾
菖
園
‐
旨
き
言
昌
）
と
結
び
つ
け
て
、

［
少
な
く
と
も
］
三
生
（
酎
奇
唄
置
ミ
）
等
を
あ
い
だ
習
熟
し
て
後
、
下
の
菩
提
（
冒
畠
・
言
胃
言
員
侭
震
）
を
獲
得
す
る
。
独
覚
（
昌
侭

§
ミ
》
冒
胃
雷
言
島
言
）
の
種
姓
を
有
す
る
者
た
ち
は
、
そ
れ
（
Ⅱ
声
聞
）
と
同
じ
そ
の
見
解
を
中
の
福
徳
資
糧
と
結
び
つ
け
、
［
少
な
く

⑧

と
も
］
百
［
大
］
劫
（
冒
菖
冨
守
曾
園
）
等
の
あ
い
だ
習
熟
し
て
後
、
中
の
菩
提
（
冒
侭
・
言
守
》
ざ
ら
を
獲
得
す
る
。
菩
薩
（
冒
侭
罵
言
、

言
曽
匂
目
昌
）
た
ち
は
、
そ
れ
と
同
じ
そ
の
見
解
を
大
の
福
徳
資
糧
と
結
び
つ
け
、
［
少
な
く
と
も
］
三
大
無
数
劫
念
い
ぎ
鳥
ご
四
‐
§
唄
営
鼠

頓
忌
営
）
等
の
あ
い
だ
習
熟
し
て
後
、
大
の
菩
提
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
ら
が
資
糧
を
積
集
す
る
仕
方
に
［
も
］
相
違
が
あ
る
。
菩
薩
た
ち
は
、
大
の
資
糧
道
（
き
◎
唄
奇
ミ
Ｓ
、
§
。
）
ま
で
に
、
［
少
な
く
と

も
］
三
大
無
数
劫
等
の
あ
い
だ
資
糧
を
積
集
し
て
後
、
加
行
道
・
媛
（
§
Ｓ
島
ミ
ミ
§
よ
り
無
学
道
（
ミ
ミ
。
冒
亀
ミ
）
ま
で
を
一
座
上

⑨

（
§
ミ
尋
侭
興
趣
に
お
い
て
［
大
の
菩
提
を
］
現
前
さ
せ
る
。
独
覚
の
種
姓
を
有
す
る
者
た
ち
は
、
大
の
資
糧
道
ま
で
に
、
［
少
な
く
と

も
］
百
大
劫
等
の
あ
い
だ
資
糧
を
積
集
し
て
後
、
加
行
道
・
暖
よ
り
無
学
道
ま
で
を
一
坐
上
に
お
い
て
［
中
の
菩
提
］
現
前
さ
せ
る
。
声

聞
の
種
姓
を
有
す
る
者
た
ち
は
、
四
つ
の
有
学
道
（
号
冨
画
言
）
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
資
糧
を
積
集
し
、
聖
道
（
暮
画
嘱
邑
倉
蒼
Ⅱ
見

⑩

道
）
を
獲
て
よ
り
後
も
、
［
最
大
］
十
四
生
有
（
匂
腎
い
、
ミ
胃
急
譽
）
の
あ
い
だ
、
有
学
道
に
お
い
て
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
者
も
あ
る
か
ら

挙
坦
）
老
笹
燵

で
手
め
う
包
○

し
た
が
っ
て
、
彼
ら
［
毘
婆
沙
師
］
は
佛
の
色
調
を
佛
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
所
断
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
（
Ⅱ
佛
の
色
葱
）
は
以
前
の
、
加
行
道
に
あ
る
菩
薩
の
身
で
あ
る
拠
り
所
と
同
じ
生
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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有
余
依
浬
梁
の
と
き
、
有
染
汚
な
障
は
こ
と
ご
と
く
断
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
断
じ
ら
れ
て
い
な
い
不
染
汚
な
障
が
あ
る
。
無
余
依

浬
梁
の
と
き
、
そ
れ
を
対
治
（
晦
昌
、
§
。
）
の
力
で
も
っ
て
断
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
が
、
［
も
は
や
］
そ
れ
は
無
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

と
き
、
そ
の
拠
り
所
で
あ
る
認
識
が
途
絶
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

実
在
論
者
（
含
宮
崎
ミ
ミ
ミ
ミ
量
は
経
の
未
了
［
義
］
・
了
［
義
］
（
等
§
輌
冨
照
里
を
分
け
る
と
き
、
［
そ
れ
が
］
声
通
り
と
し
て
認

め
う
る
か
、
認
め
え
な
い
か
に
よ
っ
て
分
け
、
外
境
実
在
論
者
の
二
つ
は
大
乗
の
［
三
］
蔵
は
佛
説
（
い
き
閣
蕾
瞳
畠
曾
黛
員
〉
）
で
あ
る
と

は
主
張
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
毘
婆
沙
師
の
大
部
分
は
、
経
で
あ
れ
ば
、
了
義
（
薑
鴨
匂
号
言
ゞ
琶
爵
蔓
言
）
の
経
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遍
充

さ
れ
て
い
る
と
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

は
無
余
依
浬
梁
の
時
、
認
識
（
鳥
曾
）

て
い
る
が
、
そ
の
相
続
今
堕
負
目
曽
勵

苦
諦
を
所
縁
と
す
る
煩
悩
が
こ
と
ご
Ｌ

（
舟
愚
胃
。
ミ
貰
員
忌
邑
は
阿
羅
漢
の
径

ざ
る
あ
い
だ
、
有
余
依
急
侭
冒
吻
質

す
る
か
ら
で
あ
る
。

［
「
加
行
道
に
あ
る
菩
薩
の
身
で
あ
る
拠
り
所
と
同
じ
生
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
（
Ⅱ
§
善
暮
曾
証
因
）
は
「
佛
で
は

な
い
」
こ
と
（
Ⅱ
頃
ミ
ミ
所
証
）
に
よ
っ
て
］
遍
充
さ
れ
て
い
る
。
加
行
道
に
あ
る
菩
薩
の
身
で
あ
る
そ
の
拠
り
所
は
、
過
去
の
業
と
煩

悩
（
冒
昌
§
）
に
よ
っ
て
［
４
ａ
］
引
発
さ
れ
た
（
尊
§
唄
貰
鼻
息
旨
‐
）
穂
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
［
ら
毘
婆
沙
師
］
は
受
用
身
（
き
§
§
＆
鳶
。
噌
堕
實
自
ミ
貫
昏
‐
言
旨
）
を
認
め
ず
、
最
勝
の
変
化
身
（
胃
冨
陥
噴
ミ
ミ
§
Ⅱ
釈
尊
）

は
無
余
依
浬
梁
の
時
、
認
識
（
鳥
曾
）
が
途
絶
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
聖
者
た
る
佛
は
苦
と
集
（
い
§
館
曾
嵩
）
を
こ
と
ご
と
く
断
じ

て
い
る
が
、
そ
の
相
続
（
『
堕
員
旨
曽
§
画
心
身
の
連
続
）
に
苦
諦
（
い
§
ぬ
鳶
嵩
）
号
詳
言
‐
“
＆
色
が
あ
る
こ
と
と
背
反
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

苦
諦
を
所
縁
と
す
る
煩
悩
が
こ
と
ご
と
く
断
じ
ら
れ
た
と
き
、
苦
諦
が
断
じ
ら
れ
た
と
定
め
る
か
ら
で
あ
る
。
声
聞
・
独
覚
の
阿
羅
漢

（
舟
『
：
８
ミ
質
ミ
琴
邑
は
阿
羅
漢
の
位
（
館
。
尊
き
函
Ｉ
阿
羅
漢
果
）
を
獲
て
後
、
［
未
だ
］
寿
行
言
冨
菩
ご
鼠
ご
鼠
‐
旨
曽
ざ
‐
園
）
を
捨
て

ざ
る
あ
い
だ
、
有
余
依
（
琴
侭
§
吻
冒
）
で
あ
り
、
寿
行
を
捨
て
た
以
後
、
無
余
依
浬
梁
（
琴
侭
言
鼠
魯
菖
圏
畠
§
言
馨
息
急
）
で
あ
る
と

第
二
・
経
量
部
の
宗
の
説
明
に
、
定
義
、
分
類
、
語
義
説
明
、
対
象
の
主
張
の
仕
方
、
有
対
象
の
主
張
の
仕
方
、
無
我
の
主
張
の
仕
方
、
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地
・
道
の
規
定
の
説
明
の
七
つ
［
が
あ
る
］
・

第
一
（
Ⅱ
定
義
）
に
つ
い
て
、
「
自
己
認
識
と
外
境
の
双
方
を
認
め
る
、
小
乗
の
宗
義
を
語
る
人
」
そ
れ
が
経
量
部
の
定
義
で
あ
る
。

経
量
部
と
譽
嶮
師
（
、
、
§
喜
曾
ゞ
胃
§
島
雷
）
と
は
同
義
で
あ
る
。

第
二
、
そ
れ
（
Ⅱ
経
量
部
）
を
分
類
す
れ
ば
、
［
４
ｂ
］
聖
典
に
従
う
経
量
部
（
冒
頤
晦
回
曽
吟
』
冒
侭
廻
量
号
愚
曾
）
と
、
道
理
に
従
う

経
量
部
（
一
曾
曾
ご
菅
》
ミ
畠
廻
言
号
鳥
曾
）
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
は
、
た
と
え
ば
「
倶
舎
論
」
（
ミ
祷
冒
曾
昌
烏
員
」
喜
忌
ミ
ミ
幕
§
）

に
従
う
経
量
部
で
あ
り
、
後
者
は
、
た
と
え
ば
［
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
ｇ
ミ
ミ
鼻
ミ
員
の
］
「
量
七
部
書
」
（
ミ
ミ
ミ
亀
尋
ミ
ミ
）
に
従
う

経
量
部
で
あ
る
。

第
三
（
Ⅱ
語
義
解
釈
）
に
つ
い
て
、
な
ぜ
「
経
量
部
」
と
云
わ
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
世
尊
（
守
８
蒼
喜
言
答
吻
Ⅱ
釈
尊
）
［
所
説
］
の
経

に
従
っ
て
宗
義
を
語
る
の
で
「
経
量
部
」
で
あ
り
、
一
切
諸
法
（
旨
§
曇
胃
営
暮
）
は
害
嚥
を
通
し
て
（
号
堅
侭
。
曽
匂
）
教
示
さ
れ
て
い
る

⑪

と
主
張
す
る
の
で
「
譽
嶮
師
」
と
呼
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
（
Ⅱ
対
象
の
主
張
の
仕
方
）
に
つ
い
て
、
「
量
に
よ
っ
て
縁
ぜ
ら
れ
る
も
の
」
（
ミ
ミ
ミ
い
き
曾
曾
）
が
有
（
冒
曾
）
の
定
義
で

あ
る
。
そ
れ
（
Ⅱ
有
）
を
分
類
す
れ
ば
、
世
俗
諦
と
勝
義
諦
の
二
つ
が
あ
る
。
「
勝
義
と
し
て
効
果
的
作
用
能
力
（
ミ
『
苛
苛
胃
旨
曽
ミ
昔
）

３

の
あ
る
法
」
（
§
言
ミ
ミ
曾
氏
§
ご
ミ
ミ
息
昌
§
吟
）
そ
れ
が
勝
義
諦
の
定
義
で
あ
る
。
勝
義
諦
、
諦
成
（
鳶
§
白
四
息
曾
真
実
と
し
て
成

立
し
て
い
る
も
の
）
、
事
物
（
号
四
・
愚
。
）
、
作
ら
れ
た
る
も
の
、
無
常
、
有
為
（
蕃
堕
ご
Ｂ
〉
ぃ
ミ
島
冒
）
、
実
体
（
武
§
）
、
自
相
（
昌
侭
ミ
堕
言
善
』

鞄
ミ
ミ
冨
言
）
は
同
義
で
あ
る
。
「
勝
義
と
し
て
効
果
的
作
用
能
力
の
な
い
法
」
（
号
言
竪
ミ
、
ミ
号
言
胃
包
菖
言
鳥
、
ａ
ｓ
ら
が
世
俗
諦
の
定

義
で
あ
る
。
世
俗
諦
、
偽
成
（
、
烏
§
曾
司
喝
息
曾
虚
偽
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
）
、
常
（
嵐
侭
曾
ゞ
嵩
昼
亀
常
住
な
も
の
）
、
共
相
（
鈎
曾

⑬

ミ
②
言
篝
〕
“
ミ
ミ
ミ
ミ
ｓ
冒
首
）
は
同
義
で
あ
る
。

ま
た
［
異
な
っ
た
見
方
か
ら
］
有
を
分
類
す
れ
ば
、
否
定
（
烏
侭
曾
．
否
定
有
）
と
肯
定
（
垣
，
息
曾
肯
定
有
）
の
二
つ
が
あ
る
。
「
そ
れ

を
把
握
す
る
知
に
よ
っ
て
、
そ
れ
の
否
定
対
象
が
除
か
れ
る
こ
と
を
通
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
（
昌
畠
静
旦
暮
巴
忌
胃
昌
畠
廻
舟
侭
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ま
た
［
異
な
っ
た
見
方
か
ら
］
有
を
分
類
す
れ
ば
、
一
（
瞬
姓
と
異
（
昔
島
も
の
二
つ
が
あ
り
、
さ
ら
に
第
一
に
は
、
偽
な
る
一

（
竜
骨
震
§
葛
閑
芭
と
諦
な
る
一
（
ミ
ミ
ミ
胃
芭
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者
は
、
た
と
え
ば
所
知
（
い
胃
冒
）
、
共
相
で
あ
る
。

後
者
は
、
た
と
え
ば
事
［
５
ａ
］
物
、
無
常
で
あ
る
。
第
二
で
あ
る
異
に
も
、
偽
な
る
異
と
諦
な
る
異
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者

は
、
た
と
え
ば
壷
で
あ
る
排
除
（
肩
冒
）
と
柱
で
あ
る
排
除
と
の
二
で
あ
る
。
後
者
は
、
た
と
え
ば
壺
と
柱
の
二
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

［
経
量
部
の
宗
に
よ
れ
ば
、
］
過
去
［
法
］
と
未
来
［
法
］
の
二
つ
は
常
で
あ
り
、
現
在
［
法
］
と
事
物
は
同
義
で
あ
る
。

第
五
・
有
対
象
の
主
張
の
仕
方
に
つ
い
て
、
経
量
部
に
は
、
穂
の
相
続
（
》
壇
§
）
を
人
の
具
体
的
実
例
と
主
張
す
る
こ
と
と
、
［
第
六
］

意
識
を
人
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
の
一
一
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者
は
、
た
と
え
ば
『
倶
舎
論
」
に
従
う
経
量
部
で
あ

り
、
後
者
は
、
た
と
え
ば
「
量
七
部
書
」
に
従
う
経
量
部
で
あ
る
。

⑭

「
鮮
明
で
あ
り
、
知
る
こ
と
」
（
ぬ
亀
恩
肩
烏
曾
）
が
知
（
９
）
の
定
義
で
あ
る
。
知
に
は
量
（
ミ
ミ
》
ミ
』
、
§
§
ミ
．
確
実
な
認
識
手
段
）

と
量
に
非
ざ
る
知
（
ミ
ミ
ミ
琶
唱
号
）
の
二
つ
が
あ
る
。

「
新
た
に
し
て
、
欺
か
ざ
る
知
」
（
甥
ミ
き
§
昏
守
§
烏
曾
）
が
量
の
定
義
で
あ
る
。
量
の
定
義
の
部
分
に
お
け
る
「
新
た
に
」
と

「
欺
か
ざ
る
」
（
§
§
営
昌
§
ざ
）
と
「
知
」
と
い
う
三
つ
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
は
必
要
が
あ
る
。
「
新
た
に
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て

既
定
知
（
号
堂
員
匂
琴
ら
が
量
で
あ
る
こ
と
を
除
き
、
「
欺
か
ざ
る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
推
測
（
員
号
堂
さ
が
量
で
あ
る
こ
と
を
除
き
、

曾
冒
ご
艮
噌
謹
畠
、
畔
§
胃
冒
匙
が
否
定
の
定
義
で
あ
る
。
「
そ
れ
を
把
握
す
る
認
識
に
よ
っ
て
、
そ
れ
の
否
定
対
象
が
除
か
れ
る

こ
と
な
く
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
（
昌
言
的
蔦
目
菖
習
冒
吻
昌
信
廻
舟
侭
ミ
ミ
園
ミ
ミ
ミ
侭
。
篝
畠
き
損
旨
、
§
胃
）
が
肯
定
の
定
義
で

あ
る
。
前
者
に
は
、
絶
対
否
定
（
営
ミ
骨
魁
と
相
対
否
定
（
冒
昏
舟
ら
と
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者
の
具
体
的
実
例
は
、
た

と
え
ば
虚
空
、
滅
諦
（
管
輌
尽
篝
〉
尋
。
暮
農
亀
曽
）
、
空
性
（
急
。
侭
ミ
員
冨
薑
旨
慰
）
で
あ
る
。
後
者
の
具
体
的
実
例
は
、
た
と
え
ば
事
物
に
非

さ
る
も
の
か
ら
の
反
対
（
貫
曾
）
、
瓶
を
把
握
す
る
分
別
（
§
恩
急
）
に
お
け
る
、
瓶
に
非
ざ
る
も
の
か
ら
の
反
対
と
し
て
顕
現
す
る
も
の

で
あ
る
。
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「
知
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
有
色
な
る
根
（
き
§
恩
。
的
Ｎ
震
唄
・
昌
曾
）
が
量
で
あ
る
こ
と
を
除
く
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

量
を
分
類
す
れ
ば
、
現
量
（
ミ
侭
昌
蔑
言
豐
ミ
ミ
ご
嵐
、
、
昌
亀
質
）
と
比
量
（
斜
：
震
号
侭
曾
曹
吻
言
ミ
ミ
》
§
ミ
ミ
ミ
）
の
二
つ
が
あ
る
。

⑮

「
分
別
を
離
れ
（
言
嘗
蓄
尋
員
言
）
、
非
迷
乱
な
る
（
急
寺
§
旨
）
知
」
が
知
覚
（
ミ
侭
。
言
い
ミ
言
）
の
定
義
で
あ
る
。
「
分
別
を
離
れ
、
新
た
に
、

欺
か
ざ
る
知
」
そ
れ
が
現
量
の
定
義
で
あ
る
。

現
量
を
分
類
す
れ
ば
、
自
己
認
識
な
る
現
量
（
昌
畠
、
侭
言
ミ
函
。
言
吻
震
ミ
豊
暮
員
雪
冒
）
、
根
に
よ
る
現
量
（
患
Ｓ
侭
宮
ご
冒
唱
高
畠
蒼
豐
ミ
ミ

ミ
亀
）
、
意
に
よ
る
現
量
（
堂
ミ
曹
薯
冒
噌
善
曽
量
豐
ミ
ミ
》
ミ
）
、
琉
伽
行
者
の
現
量
（
ミ
ミ
』
誉
》
、
昌
侭
。
菖
罵
↑
ミ
唱
酎
言
ミ
ミ
）
の
四
つ
が
あ
り
、

「
た
だ
内
（
Ⅱ
知
）
に
の
み
に
向
か
い
、
能
取
（
瀞
曽
曾
Ｉ
幕
』
ミ
言
画
言
把
握
形
象
）
一
方
か
ら
な
る
、
分
別
を
離
れ
、
［
５
ｂ
］
新
た

に
し
て
、
欺
か
ざ
る
知
」
念
言
言
ミ
喝
雲
。
曽
愚
ざ
。
甥
堕
ざ
侭
鳶
営
曾
旨
言
蛎
ミ
ミ
。
贈
ミ
旨
ご
ざ
い
曾
島
畠
守
ミ
§
侭
噌
ミ
§
ミ
ミ
震
冨
ご
碕

曾
）
が
第
一
（
Ⅱ
自
己
認
識
な
る
現
量
）
の
定
義
で
あ
る
。

「
そ
れ
の
不
共
な
る
増
上
縁
で
あ
る
有
色
な
る
根
に
基
づ
い
て
生
じ
、
分
別
を
離
れ
、
新
た
に
し
て
、
欺
か
ざ
る
知
」
が
第
二
（
Ⅱ
根

曽
邑
、
立
居
脈

そ
の
う
ち
、

「
そ
れ
増
上
縁
で
あ
る
止
観
双
運
の
三
昧
に
基
つ
い
て
、
微
細
な
る
無
常
、
粗
大
な
る
［
人
無
我
］
、
微
細
な
る
人
無
我
、
［
そ
れ
ら
三

つ
の
］
い
ず
れ
か
を
現
前
に
証
悟
す
る
智
」
が
、
第
四
（
Ⅱ
琉
伽
行
者
の
現
量
）
の
定
義
で
あ
る
。
玲
伽
行
者
の
現
量
を
分
類
す
れ
ば
、

微
細
な
る
無
常
を
現
前
に
証
悟
す
る
量
と
、
粗
大
な
る
人
無
我
を
現
前
に
証
悟
す
る
量
と
、
微
細
な
る
人
無
我
を
現
前
に
証
悟
す
る
量
の

現
量
）
の
定
義
で
あ
る
。

三
つ
が
あ
る
。

に
よ
る
現
量
）
の
定
義
で
あ
る
。

「
そ
れ
の
不
共
な
る
増
上
縁
で
あ
る
意
根
に
基
づ
い
て
生
じ
、
分
別
を
離
れ
、
新
た
に
し
て
、
欺
か
ざ
る
知
」
が
第
三
（
Ⅱ
意
に
よ
る

「
そ
れ
の
拠
り
所
で
あ
る
正
し
い
証
相
（
§
頚
〉
菩
智
）
に
基
づ
い
て
生
じ
た
、
新
た
し
に
て
、
欺
か
ざ
る
思
念
知
」
（
愚
息
函
ご
‐
ミ
ミ
§
蝿



［
そ
れ
が
］
周
知
に
属
す
る
推
理
で
あ
れ
ば
、
［
そ
れ
は
］
事
物
の
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
推
理
に
よ
っ
て
遍
充
さ
れ
、
［
そ
れ
が
］
知
覚

（
蒼
琶
智
善
吻
震
ミ
）
で
あ
っ
て
も
、
［
そ
れ
は
］
現
量
（
ミ
忌
噌
）
員
ミ
冨
豐
冴
言
風
営
巳
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遍
充
さ
れ
ず
、
［
６
ａ
］
［
そ
れ

が
］
推
理
（
胃
号
亀
で
あ
っ
て
も
、
［
そ
れ
は
］
比
量
（
静
：
震
号
侭
、
昌
冴
言
匙
ミ
ｓ
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遍
充
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
色
を
把
握
す
る
第
二
刹
那
の
根
の
知
覚
（
浄
愚
侭
曾
曽
噌
菖
昌
量
）
と
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
を
第
二
刹
那
の
推
理
は

既
定
知
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
［
ダ
ル
モ
ッ
タ
ラ
恩
ミ
言
。
ミ
ミ
の
］
亭
－
デ
ン
」
（
・
望
ミ
ミ
篝
「
量
決
着
釈
」
）
に
、
「
知
覚
と
推
理

の
第
一
刹
那
の
二
つ
は
量
で
あ
る
も
、
そ
れ
に
後
続
す
る
も
の
は
、
器
亀
品
冨
宵
ミ
員
（
晦
曽
團
器
昔
曽
号
§
園
）
な
の
で
、
後
者
が
量
で
あ

⑬

る
こ
と
は
排
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
お
述
べ
に
な
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
『
新
た
に
し
て
、
欺
か
ざ
る
も
の
」
に
非
ざ
る
知
」
が
、
量
に
非
ざ
る
知
（
ミ
ミ
営
量
電
忌
一
。
）
の
定
義
で
あ
る
。
そ
れ
を
分
類

す
れ
ば
、
既
定
知
（
号
員
喋
堕
Ｉ
写
§
碁
、
“
）
、
顛
倒
知
（
一
侭
‐
堕
胃
）
、
疑
（
尋
、
き
§
）
、
推
測
（
廷
ミ
《
言
。
ｅ
、
不
確
定
顕
現
（
胃
ミ
飼
奇
冒

信
関
、
ａ
ｇ
）
の
五
つ
が
あ
る
。

旨
畠
鳥
函
冒
、
§
§
き
、
息
艮
唄
ミ
ー
暑
営
ミ
§
ａ
き
、
ミ
位
そ
れ
が
比
量
の
定
義
で
あ
る
。
そ
れ
を
分
類
す
れ
ば
、
事
物
の
力
に
よ
り

生
じ
た
推
理
（
暑
い
。
：
§
画
一
菅
号
侭
Ⅱ
尋
侭
ｇ
、
。
§
冒
阿
言
甥
曹
弓
曾
》
§
§
ミ
§
、
ミ
ミ
草
ミ
ミ
）
、
周
知
に
属
す
る
推
理
（
喝
§
、
昌
慧
堕

号
ら
、
信
頼
す
べ
き
［
人
の
こ
と
ば
に
よ
る
］
推
理
（
建
武
、
冒
胃
号
ら
と
の
三
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
「
作
ら
れ
た
る
も
の
」
と
い

う
証
因
に
よ
っ
て
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
を
推
理
が
第
一
（
Ｉ
事
物
の
力
に
よ
り
生
じ
た
推
理
）
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
。

「
分
別
の
対
象
と
し
て
有
る
」
（
勲
侭
ビ
ミ
言
ミ
ミ
ミ
を
証
因
と
し
て
、
「
『
兎
を
持
つ
者
」
を
「
月
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
す
る
に
可

能
な
も
の
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
推
理
が
第
二
（
Ｉ
周
知
に
属
す
る
推
理
）
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
三
つ
の
考
察
に
よ
っ

⑯
⑰

て
清
浄
な
聖
典
を
証
因
と
し
て
、
「
布
施
に
よ
っ
て
財
が
［
獲
ら
れ
］
、
持
戒
に
よ
っ
て
楽
が
［
得
ら
れ
る
］
」
云
々
の
聖
典
（
冒
邑
が
、

そ
れ
の
所
説
内
容
を
欺
か
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
推
理
が
第
三
（
Ⅱ
信
頼
す
べ
き
［
人
の
こ
と
ば
に
よ
る
］
推
理
）
の
具
体
的
実
例
で
あ

る
C
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「
既
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
知
」
（
§
頚
獅
ミ
ミ
。
噌
曾
ご
碕
曾
）
が
第
一
（
Ⅱ
既
定
知
）
の
定
義
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
有
分
別
な
既
定
知
（
『
月
曾
号
這
う
盲
）
、
無
分
別
な
既
定
知
（
§
四
曽
鼠
号
首
号
冒
）
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者

は
、
た
と
え
ば
青
を
把
握
す
る
根
に
よ
る
知
覚
（
浄
園
畠
営
信
冒
）
に
よ
っ
て
引
か
れ
、
生
じ
た
青
い
も
の
を
想
起
す
る
想
起
知
（
ミ
冨

吾
鴎
）
で
あ
り
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
理
解
す
る
第
二
刹
那
の
推
理
で
あ
る
。
後
者
は
、
た
と
え
ば
色
（
Ⅱ
色
形
）
を
把
握
す
る
第
二

刹
那
の
根
（
Ⅱ
眼
根
）
に
よ
る
知
覚
で
あ
る
。

第
二
に
つ
い
て
、
「
顛
倒
し
て
機
能
し
て
い
る
知
」
守
言
嵩
昌
侭
冒
譽
噴
冒
ご
碕
冒
）
が
顛
倒
知
（
肩
鳥
吻
）
の
定
義
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
、
有
分
別
な
顛
倒
知
（
、
員
冒
肩
い
ぎ
）
と
無
分
別
な
顛
倒
知
（
》
’
員
ミ
、
ミ
。
唱
胃
）
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
者
は
、
た
と
え

ば
「
声
は
常
で
あ
る
」
と
把
握
す
る
分
別
で
あ
り
、
後
者
は
、
た
と
え
ば
一
つ
の
月
が
二
つ
の
月
（
き
§
喜
営
）
と
し
て
顕
現
す
る
根
知

（
き
§
闇
胃
）
で
あ
り
、
雪
山
が
青
い
も
の
と
し
て
顕
現
す
る
根
知
で
あ
る
。

第
三
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
み
ず
か
ら
自
身
で
、
二
辺
に
疑
う
［
／
と
ま
ど
う
］
心
所
」
（
曽
畠
§
胃
曹
吻
ミ
言
、
習
旨
曽
鳶
息
畠
畠
萬

ご
震
亀
が
疑
の
定
義
で
あ
る
。
そ
れ
と
相
応
す
る
意
識
（
員
曹
ミ
園
ミ
い
ざ
）
や
、
そ
れ
の
春
属
（
蕊
＆
と
し
て
生
じ
た
受
（
ご
§
言
、
）

［
な
ど
五
遍
行
の
心
所
］
は
、
そ
れ
み
ず
か
ら
自
身
で
二
辺
に
疑
う
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
、
そ
の
疑
に
起
因
し
て
、

二
辺
に
［
６
ｂ
］
疑
う
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
当
を
得
て
い
る
疑
（
号
薑
箇
ミ
豐
詩
き
。
量
）
と
、
当
を
得
て
い
な
い
疑
（
§
葵
員
電
ｓ
豐
詩
ｇ
ｏ
曽
）
と
、
等
分
の
疑

（
・
言
唾
昌
。
営
息
３
号
ｇ
ｏ
ミ
）
と
の
三
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
第
一
は
、
た
と
え
ば
、
声
は
無
常
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
疑
で
あ

り
、
第
二
は
、
た
と
え
ば
、
声
は
常
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
疑
で
あ
り
、
第
三
は
、
た
と
え
ば
、
声
は
無
常
で
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
常
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
疑
で
あ
る
。

第
四
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
の
対
象
に
思
念
す
る
こ
と
で
欺
く
思
念
知
で
あ
り
、
内
容
と
．
一
致
す
る
も
の
」
（
国
言
唱
忌
冨
・
き
き
冒
昏
言
哉

⑳

き
き
烏
号
言
》
言
薑
）
そ
れ
が
、
推
測
（
員
号
ご
§
の
定
義
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
証
因
（
『
堕
震
ミ
函
言
言
）
な
き
推
測
、
証
因
と
背
反
す
る
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（
管
こ
ｓ
』
ご
ミ
ミ
ざ
）
推
測
、
証
因
が
不
定
な
る
（
営
倉
侭
鼠
負
曽
罵
§
》
§
ミ
ざ
昌
雷
不
確
定
な
る
）
推
測
、
証
因
が
不
成
な
る
（
ミ
倉
四
き
》

畠
蔦
盲
）
推
測
、
証
因
は
あ
る
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
推
測
の
五
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
が
た
と
え
ば
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
ば
（
信
ら
の
み
に
基
づ
い
て
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
把
握
す
る
知
が
、
第
一
（
Ｉ
証
因
な
き
推
測
）
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
そ
の
音
声
（
喧
感
）
は
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
の
主
張
（
島
営
冒
）
を
述
べ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
の
正
し
い
証
因
を
述
べ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
効
果
的
作
用
能
力
を
欠
い
て
い
る
」
と
い
う
証
相
に
基
づ
い
て
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
把
握
す
る
知
が
、
第
二
（
Ⅱ

因
と
背
反
す
る
推
測
）
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
効
果
的
作
用
能
力
を
欠
い
て
い
る
」
は
［
主
張
の
有
法
３
．
吻
昌
言
で
あ
る
］

「
声
」
と
背
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
所
量
（
鴇
言
邑
ご
園
“
営
倉
言
§
考
量
さ
れ
る
も
の
）
」
と
い
う
証
相
に
基
づ
い
て
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
把
握
す
る
知
が
、

第
三
（
Ⅱ
因
が
不
定
な
る
推
測
）
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
所
量
」
は
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
証
明
す
る
不
定
因
（
ミ
亀

侭
喝
愚
畠
唱
き
き
侭
§
吟
。
§
‐
冒
震
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
眼
識
の
所
取
」
（
ご
烏
蜘
冒
曹
鴨
ミ
侭
冒
）
と
い
う
証
相
に
基
づ
い
て
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
把
握
す
る
知
が
第
四

（
Ⅱ
因
が
不
成
な
る
推
測
）
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
眼
識
の
所
取
」
は
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
証
明
す
る
不
成
因
（
ミ
画

四
‐
息
曾
筒
冒
言
暮
曾
・
画
尽
赴
言
‐
冒
震
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
量
に
よ
っ
て
確
定
し
て
い
な
い
（
蒼
亀
琶
照
息
昌
Ⅱ
理
解
し
て
い
な
い
）
人
の
［
心
］
相
続
（
喧
息

に
お
け
る
「
作
ら
れ
た
る
も
の
」
を
証
相
と
し
て
、
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
把
握
す
る
知
が
第
五
（
Ⅱ
証
因
は
あ
る
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い

推
測
）
の
具
体
的
実
例
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
作
ら
れ
た
る
も
の
」
は
「
声
は
無
常
で
あ
る
」
と
［
７
ａ
］
証
明
す
る
正
し
い
証
因
で

あ
る
も
、
そ
の
［
前
述
し
た
］
よ
う
な
そ
の
人
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
し
い
証
因
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
に
つ
い
て
、
「
そ
れ
の
対
象
が
確
定
さ
れ
て
い
ず
（
Ⅱ
理
解
さ
れ
て
い
ず
）
、
鮮
明
に
し
て
顕
現
を
有
す
る
、
非
迷
乱
な
る
知
」
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（
首
畠
ビ
ミ
昔
§
照
息
§
唄
愚
冒
亀
胃
§
蝿
。
§
豊
営
倉
葦
曽
忌
昌
烏
曾
）
そ
れ
が
不
確
定
顕
現
な
る
知
（
旨
§
唱
含
営
倉
善
照
息
画
ぎ
こ
の
定
義

で
あ
る
。
そ
れ
を
分
類
す
れ
ば
、
そ
れ
（
罫
。
ミ
畠
Ⅱ
不
確
定
顕
現
）
と
な
れ
る
根
に
よ
る
知
覚
、
［
同
じ
く
］
意
に
よ
る
知
覚
、
自
己
認

識
で
あ
る
知
覚
の
三
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
第
一
は
、
た
と
え
ば
眼
（
Ⅱ
眼
識
）
が
美
し
い
色
に
き
わ
め
て
着
し
て
い
る
言
信
，
旨

・
琴
晶
息
亀
）
と
き
の
、
声
を
把
握
す
る
耳
識
で
あ
る
。
第
二
は
、
た
と
え
ば
凡
夫
の
相
続
に
お
け
る
色
等
の
五
つ
の
対
象
（
号
員
言
曽
）
を
把

握
す
る
意
に
よ
る
知
覚
で
あ
る
。
第
三
は
、
た
と
え
ば
凡
夫
の
相
続
に
お
け
る
色
等
の
五
つ
の
対
象
を
把
握
す
る
意
に
よ
る
知
覚
を
感
受

第
七
・
地
と
道
の
規
定
に
つ
い
て
、
種
姓
を
有
す
る
三
者
と
も
［
そ
の
］
資
糧
を
積
集
す
る
と
き
、
有
学
道
の
四
つ
の
段
階
に
お
い
て

資
糧
を
積
集
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
っ
て
［
経
量
部
は
］
佛
の
色
蘓
は
佛
で
あ
る
と
認
め
る
の
で
あ
る
。
［
そ
れ
以
外
］
障
（
§
ミ
§
亀
）

の
規
定
や
［
７
ｂ
］
地
と
道
の
進
み
方
な
ど
は
毘
婆
沙
師
と
同
じ
で
あ
る
。

我
で
あ
り
、
人
が
甫

師
と
同
じ
で
あ
る
。

量
と
比
量
で
あ
る
。

一
般
に
（
§
匙
、
有
対
象
を
分
類
す
れ
ば
、
生
類
（
堕
胃
堕
言
）
と
こ
と
ば
（
薑
噌
廻
と
量
の
三
つ
が
あ
る
。
有
対
象
で
あ
る
量
を
分
類

⑳

す
れ
ば
、
量
た
る
生
類
（
の
胃
堕
冒
ミ
ミ
ミ
画
）
、
量
た
る
こ
と
ば
（
琶
噌
魁
、
量
た
る
知
と
の
三
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
第
一
は
、
た
と

え
ば
教
、
王
ブ
ッ
ダ
（
§
善
曾
吻
§
頚
碕
冒
）
を
指
す
。
第
二
は
、
た
と
え
ば
四
諦
（
蔦
葛
鳶
こ
の
法
輪
を
指
す
。
第
三
は
、
た
と
え
ば
現

す
る
自
己
認
識
で
あ
る

第
六
・
無
我
の
主
張
の
仕
方
に
つ
い
て
、
人
が
常
で
あ
り
、
単
一
で
あ
り
、
独
存
で
あ
る
も
の
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
が
粗
な
る
人
無

＠

で
あ
り
、
人
が
自
足
的
な
実
有
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
が
細
な
る
人
無
我
で
あ
る
と
主
張
し
、
法
無
我
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
毘
婆
沙

訳
註

①
「
宗
義
」
含
量
言
ミ
亀
）
の
語
義
解
釈
に
つ
い
て
、
ゲ
ル
ク
派
の
宗
義
書
で
は
、
ダ
ル
マ
ミ
ト
ラ
ロ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
の
複
註
萌
句
」
〕
９
哺
忌
忌
員
Ⅳ



き
侭
頚
具
、
冒
善
ミ
§
園
島
に
お
け
る
次
の
記
述
が
引
か
れ
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
「
宗
義
、
す
な
わ
ち
道
理
と
聖
典
と
に
よ
る
説
示
に
自
ら
の

主
張
が
成
立
し
（
畳
腎
）
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
行
く
こ
と
が
な
い
の
で
端
（
ミ
ミ
）
で
あ
る
。
」
（
四
息
曾
ご
ミ
言
』
鳥
、
、
曾
冨
§
穏
言
員

電
い
、
§
言
雰
冒
韓
曾
司
昌
琶
晦
四
式
蔓
曾
喝
息
曾
ミ
＄
冬
忌
湧
毒
、
碁
Ｓ
‐
首
信
．
噂
’
ミ
零
舞
＊
ミ
ミ
曾
吻
苫
魯
ミ
琴
§
ミ
ロ
ミ
・
恥
囹
か
曼
負
・
爵
員
‐
い
、

一
寺
‐
臼
唱
．
ゞ
ミ
￥
９
’
息
『
ミ
言
ゞ
》
伽
営
＆
§
暮
司
§
函
冨
”
ミ
ミ
園
迂
鼠
、
、
ｑ
鈎
鼠
《
ゞ
＊
巷
昌
●
．
尋
員
、
旨
い
．
無
難
＊
噂
ミ
ー
啓
鼠
、
噂
。
旨
）

②
仏
教
徒
に
お
け
る
宗
義
が
四
つ
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
記
述
が
典
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
「
仏
教
徒
に
は
第
川

［
の
乗
］
、
第
五
［
の
宗
義
が
あ
る
こ
と
］
は
牟
尼
の
お
考
え
で
は
な
と
（
い
§
闇
碕
冒
の
、
ミ
画
蒔
置
曾
島
侭
ご
言
噌
曾
畔
言
守
、
旦
舟
。
篝
噌
曾

ミ
ミ
ミ
『
ミ
ミ
智
乱
言
》
函
習
目
、
§
骨
自
慰
言
算
興
口
菖
。
．
旨
“
Ｐ
悶
圏
》
鈍
冒
、
君
○
．
唖
閏
Ｐ
ｇ
〉
誉
印
．
○
砕
営
Ｑ
、
息
司
ミ
言
》
碕
冒
ご
昌
言
、
‐
誉
函
、
畠
噂
営

鼠
凰
冨
唄
、
巳
温
も
あ
「
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史
」
上
巻
、
西
蔵
仏
教
文
化
協
会
、
一
九
八
八
、
一
五
六
頁
）

③
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
毘
婆
沙
師
三
派
の
う
ち
、
シ
言
碕
曾
は
「
倶
舎
論
」
索
引
に
よ
れ
ば
、
団
員
意
軋
§
雷
（
［
真
諦
］
外
国
諸
師
、
尉
寳
国
外

諸
師
、
西
国
帥
卵
［
玄
英
］
外
国
〈
諸
〉
師
、
外
方
諸
師
）
、
、
画
ご
黒
亀
の
訳
語
で
あ
る
。
な
お
、
、
頁
§
胃
‐
（
［
真
諦
］
西
方
諸
師
、
西
国
諸
師

［
玄
英
］
西
方
諸
川
、
西
方
師
）
と
い
う
呼
称
が
あ
り
、
そ
れ
の
蔵
訳
語
は
乏
息
、
ご
ｏ
頚
曾
で
あ
る
。
ど
こ
冨
吻
曾
唇
、
守
信
電
弓
‐
色
盲
と
い
う

呼
称
は
、
少
な
く
と
も
同
索
引
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
『
倶
舎
論
』
の
粘
語
に
は
、
「
迦
混
弥
羅
談
理
成
我
多
依
彼
釈
体
法
」
（
大
正
蔵
ざ
．
勗
騎
．

門
国
尉
や
＆
態
．
（
鵠
豈
○
．
尉
軌
幻
麗
埠
員
や
き
き
“
．
」
擬
蜀
員
詐
“
巳
．
．
【
ｇ
量
、
、
‐
ご
息
寒
割
凰
ざ
‐
苫
蔑
‐
②
登
尋
§
、
魯
○
ミ
魯
画
］
旨
慧
雷
等
き

』
罫
量
奇
ご
ミ
ミ
と
あ
り
、
『
倶
舎
論
』
本
頌
の
ほ
と
ん
ど
は
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
毘
婆
沙
師
の
宗
義
に
従
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

員
言
母
曾
と
忌
ミ
§
罵
曹
ど
き
、
侭
吻
ミ
ミ
胃
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
デ
ィ
バ
ド
ラ
団
。
急
忌
言
、
目
（
一
○
世
紀
末
’
二
世
紀
初
）
作
「
智
心
髄

集
註
」
急
§
ｓ
ｇ
‐
園
ミ
旨
胃
員
旨
ミ
ミ
ミ
ざ
ミ
の
以
下
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
。
駒
ｏ
§
馨
言
罫
‐
亀
画
局
鼻
罰
冒
畠
司
昌
ミ
ミ
Ｒ
ｓ
Ｑ
‐
ミ
言
冨
‐

↑
急
ミ
ミ
．
【
ざ
ら
言
辱
、
ご
侭
層
吻
ミ
ミ
冒
噌
畠
号
晦
葛
ミ
嵩
、
幕
言
〉
奇
吻
晶
吻
曾
冬
吻
ご
冒
辱
目
唄
忌
ミ
ミ
ご
旨
量
脚
迂
愚
：
…
、
国
ミ
§
畠
ご
型
辱
、
守
侭

ミ
ミ
ミ
亀
冨
魯
肩
ミ
菩
吻
ご
ミ
ご
畠
蔚
ざ
…
暮
匙
旨
の
、
…
：
感
冒
言
営
、
富
旦
曾
奇
迂
ご
目
、
亀
。
島
侭
尽
冒
曾
恩
腐
ご
亀
ざ
‐
蒔
曽
信
言
乏
息

暮
苫
噌
汽
言
§
ご
ミ
ミ
瞥
畠
曾
蔦
ご
き
》
愚
言
亀
ミ
：
昌
将
言
侭
昌
菖
員
器
、
：
…
ミ
ミ
島
汽
、
鷺
曽
堕
ミ
ミ
冒
貫
、
砕
騨
§
急
言
侭
軍

』
ミ
ュ
貢
曽
昌
冒
冬
Ｑ
昌
曽
冒
薑
冒
号
ミ
鼠
、
§
い
、
己
鼠
慰
昌
８
Ａ
閾
山
口
益
「
中
観
佛
教
論
孜
」
山
喜
房
佛
耆
林
、
畠
典
慧
、
隠
‐
陪
巳

（
鵠
』
号
亀
邑
ご
ミ
ミ
》
白
‐
ご
ざ
ミ
ミ
暮
画
ご
員
司
・
・
園
、
亀
ご
画
ご
鼻
息
ミ
忌
忌
尋
き
－
ｓ
‐
量
員
ご
乱
迂
営
目
箇
↓
罫
ミ
ヨ
、
胃
、
亀
ミ
マ
ミ
ー
島
‐
ミ
ロ
登
旨
忌

菖
ざ
§
§
画
尋
言
鼻
画
具
員
言
曽
ミ
ミ
吻
冒
ぎ
ぎ
冒
国
凰
罫
§
宮
電
（
宇
井
伯
壽
『
大
乗
佛
典
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
こ
＆
、
画
》
畠
夢
管
守
侭
言

ご
ミ
冨
冒
ご
曾
ミ
亀
（
梶
山
雄
一
・
御
牧
克
己
『
経
量
部
含
冒
ミ
ミ
蕊
画
）
研
究
』
ら
鼠
、
．
今

I
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④
〔
謁
罰
冒
畠
ミ
畠
ミ
冨
冒
員
旨
‐
ミ
冒
員
言
旨
鼻
壁
貝
侭
昏
吻
曾
§
畠
ご
冒
冒
寝
首
ご
瞳
ミ
寒
昌
ミ
ミ
侭
、
昌
吻
甥
電
ご
ミ
侭
ミ
昌
功
曹
辱
、
守
晶
冒

し
ミ
ミ
胃
ざ
嵩
、
９
ｍ
琴
晶
言
雰
言
赴
曾
忌
§
、
３
鴇
言
員
§
侭
§
言
ご
賞
〕
，
き
』
昌
言
堕
蓉
ｓ
冬
鳥
、
自
白
号
器
員
。
ａ
ご
昌
萸
ミ
ミ
尋
二
別
掲
書

貰
亀
山
鵠
山
口
前
掲
書
も
．
函
堤
言
大
毘
婆
沙
論
」
（
大
正
蔵
号
．
勗
曲
等
）
の
書
名
理
、
守
侭
言
守
暮
員
曾
号
琶
宮
（
冒
暮
桑
建
尋
言
園
．
本
文

献
で
は
、
哩
恥
守
侭
雰
言
ミ
ョ
鳥
貝
＆
§
営
○
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
）
の
ご
心
写
侭
冒
の
語
義
に
つ
い
て
、
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
恩
ミ
葛
ミ
言

画
則
甲
＆
“
趣
の
「
イ
ン
ド
仏
教
史
」
、
墨
画
媚
ミ
向
き
②
』
ご
§
館
は
、
「
詳
し
く
」
（
麹
ミ
言
ミ
）
の
意
で
あ
る
と
す
る
ａ
昌
嘗
§
賃
、
．
ｔ
荷
毘

達
磨
文
献
に
お
け
る
思
想
の
展
開
』
、
西
蔵
仏
教
文
化
協
会
、
己
隠
、
函
哩
。
な
お
こ
こ
で
の
胃
琴
侭
（
ご
爵
旨
．
種
、
特
殊
）
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の

仏
教
学
で
は
、
「
能
遍
に
入
る
自
の
種
類
が
あ
る
法
」
念
ご
息
ご
鼠
§
》
侭
曾
さ
．
。
侭
廻
、
噴
き
興
曾
。
§
巴
：
ざ
ら
）
と
定
義
さ
れ
る
そ
れ
で
あ
り
、

鈎
曾
（
類
、
普
遍
）
に
対
す
る
用
語
で
あ
る
。
急
言
に
つ
い
て
は
、
後
註
⑬
を
参
照
。

⑤
ミ
ミ
§
鴨
迂
に
対
し
て
、
筆
者
は
「
定
義
例
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
た
こ
と
が
あ
る
が
（
『
中
観
哲
学
の
研
究
」
Ｉ
、
、
砧
＆
首
曽
巴
、
そ
れ

は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ミ
堕
言
言
鴇
迂
は
「
定
義
が
該
当
す
る
所
定
義
を
示
す
基
体
と
な
れ
る
も
の
」
（
ご
冒
言
薑
ミ
ミ
曹
吻

静
き
い
曽
言
ミ
ミ
ミ
い
き
薑
与
国
ミ
善
§
、
旦
鳴
言
堕
ミ
旨
）
と
定
義
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
所
定
義
（
量
暮
。
薑
ご
画
．
定
義
さ
れ
る
も
の
）
の
実

例
と
解
す
べ
き
用
語
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
壺
の
定
義
は
「
中
央
部
が
大
き
く
膨
ら
み
、
端
が
少
し
す
ぼ
ま
っ
て
い
て
、
水
を
運
ぶ
た

め
の
効
果
的
作
用
を
持
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
定
義
の
所
定
義
は
「
壺
」
で
あ
り
、
そ
の
実
例
は
、
た
と
え
ば
金
の
壺
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、

ミ
吻
言
惑
鴇
量
に
対
し
て
は
、
よ
り
適
当
と
考
え
ら
れ
る
「
具
体
的
実
例
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
後
註
⑲
を
も
参
照
の
こ
と
。

⑥
（
制
陰
門
里
員
崔
温
鼎
討
．
慮
爲
《
自
訂
ミ
ー
ミ
胃
曽
畠
ミ
薑
尊
幕
昌
己
、
宮
尋
ｓ
冨
今
吻
暮
、
、
§
ミ
ミ
ミ
、
き
き
国
、
旨
匂
ミ
ミ
８
群
息
曾
ご
§
凰
葛
ミ
戸
訪

も
ｓ
《
ｂ
き
〉
も
副
‐
刃
．
ざ
詞
ロ
ミ
曽
崎
ご
国
侭
）
胤
畔
晶
曾
『
ご
亀
曾
ミ
ミ
量
員
葛
画
、
一
員
畔
ミ
言
冒
旨
詮
脚
苛
》
ミ
ペ
彌
慧
娯
員
亀
言
守
菖
号
番
い
言
い
誌
、

曽
畠
廻
菖
旨
；
ご
言
碕
喧
侭
豊
噌
》
‐
葛
ｓ
鼠
菖
ざ
》
侭
、
な
お
、
こ
こ
で
の
知
（
暮
鴎
官
）
と
は
、
具
体
的
に
は
心
心
所
法
を
指
す
。

⑦
曽
畠
胃
吻
ミ
喜
昌
「
現
前
に
」
と
号
習
い
“
震
「
直
接
に
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
「
現
前
に
」
理

解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
分
別
な
き
知
（
乱
品
昌
さ
の
み
に
限
ら
れ
る
。
一
方
「
直
接
に
」
理
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
知
（
９
）
に
形
象

（
ミ
ミ
ョ
官
）
が
現
じ
（
吻
言
さ
画
）
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
、
ま
た
「
間
接
に
」
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
は
、
形
象
が
現
ぜ
ず
し
て
理
解
さ
れ
る

こ
と
を
い
う
。
分
別
（
§
恩
亀
）
、
た
と
え
ば
「
あ
の
山
に
は
火
が
あ
る
。
煙
が
あ
る
か
ら
」
云
々
と
す
る
推
理
（
骨
号
ら
に
お
い
て
、
火
の
形

象
が
、
知
で
あ
る
推
理
に
現
じ
て
し
て
い
る
の
で
、
火
は
直
接
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
分
別
な
き
知
（
斡
晶
曽
邑
に
お
い
て
も
、
間

接
に
理
解
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
無
我
」
を
現
前
に
証
悟
し
て
い
る
琉
伽
行
者
の
現
量
に
お
け
る
、
「
人
が
自
足
的
な
実
有
と
し
て
空
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で
あ
る
」
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。

⑧
百
大
劫
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
は
、
「
倶
舎
論
』
巻
第
十
二
「
鱗
角
嶮
独
覚
」
（
大
正
蔵
鬮
員
、
ふ
き
）
に
言
及
さ
れ
る
が
、
爾
伽
師
地
論
」
巻

三
十
四
「
本
地
分
中
独
覚
地
第
十
四
」
（
大
正
蔵
弓
酎
量
鬮
属
、
冷
却
．
。
．
ざ
全
蜀
い
§
耳
目
學
也
に
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。

⑨
Ｑ
小
谷
信
千
代
享
ベ
ッ
ト
倶
舎
学
の
研
究
」
（
文
栄
堂
、
一
九
九
五
）
三
一
五
頁
（
量
ｇ
ミ
鴎
言
烏
ミ
ミ
延
寒
ミ
ミ
蒼
幕
。
ざ
ご
圏
旨
員
蒜
噛
む
。

⑩
日
小
谷
前
掲
書
、
一
六
○
頁
（
↓
嵩
ｇ
言
い
昌
烏
ミ
ミ
患
置
き
ミ
》
§
ぎ
ぎ
琴
周
旨
員
諒
壁
）
。
な
お
こ
こ
で
は
、
天
の
生
存
七
返
（
ぎ
ぎ
雷
駐
曾

ミ
ミ
）
と
人
の
生
存
七
返
（
曽
芽
、
ミ
曾
尽
ミ
）
を
併
せ
て
、
「
十
叫
生
有
」
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
漢
訳
用
語
に
お
け
る
「
極
七
返
」
に
同
じ
。

⑪
（
判
罰
冒
農
胃
畠
ミ
言
胃
員
旨
‐
ミ
冒
員
ざ
ミ
悪
ミ
畠
。
今
侭
曾
昏
侭
＼
も
言
魑
曾
蘭
§
的
さ
：
曾
員
曾
奇
鳥
吋
曾
ご
言
号
罵
ミ
ミ
冨
侭
言
ミ
《

冒
一
‐
ざ
、
ざ
昌
冒
・
肩
ぺ
ご
ミ
目
計
器
島
晦
唱
ご
禺
吻
震
誉
函
曾
匂
冒
ど
も
。
の
号
冒
爵
ご
ミ
侭
鳴
言
善
号
鴎
怠
昌
曾
奇
蔦
言
い
貰
い
菖
弓
餅
宮
こ

§
言
、
§
ご
ミ
ミ
ミ
透
前
掲
書
、
息
思
山
口
前
掲
書
も
恥
８

⑫
具
、
、
ミ
言
§
§
ミ
昌
訂
』
員
、
§
曽
雰
急
、
ふ
、
“
ミ
畔
言
ご
首
の
ミ
言
ミ
ミ
ミ
ゼ
ミ
鼎
ミ
ミ
ミ
旨
、
ミ
ミ
ミ
目
ミ
、
負
ミ
ミ
の
Ｓ
唇
ミ
胃
ミ
、
。
賀
ミ
薑
尽

め
ご
ａ
ミ
ミ
ミ
ミ
忌
旨
ミ
ミ
ミ
営
島
蒼
号
言
ご
ミ
ミ
園
曾
鷺
畠
ご
鳥
罫
、
号
苫
島
営
セ
ミ
曾
豈
苫
這
鴨
言
葛
ミ
雪
苫
、
鳥
息
迄
員
曾
鳥
ご
幕
亀
高
ミ
侭

偲
冨
ご
富
言
菖
ミ
ミ
雰
冒
３
ｓ
す
で
に
常
冨
唱
ｏ
§
園
冒
画
喝
甲
畠
も
Ⅱ
囚
。
四
。
吻
守
罵
言
旨
『
イ
ン
ド
密
教
思
想
史
」
西
蔵
仏
教
文
化
協
会
、

暗
侭
も
悶
巴
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
亀
弾
言
ご
首
‐
旨
ミ
ミ
忌
回
に
対
す
る
修
飾
語
と
な
る
き
る
島
営
と
い
う
語
は
梵
文
に
は
な
い
（
量
愚
畠

喝
息
ご
心
白
熱
Ｓ
き
、
目
９
幕
己
言
馴
＆
《
出
島
も
亀
‐
巴
。
「
勝
義
［
と
し
て
］
」
と
い
う
限
定
の
必
要
に
つ
い
て
は
、
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
ロ
ミ

営
倉
§
＆
§
は
「
言
葉
使
い
を
明
確
に
し
て
（
そ
の
よ
う
に
）
述
べ
ら
れ
た
」
（
墓
崎
碗
ミ
暮
言
惑
冒
、
ご
ぎ
息
画
）
と
す
る
（
『
解
脱
道
作
明
」
ヨ
ミ
ー

奇
ミ
甥
ミ
ご
具
ご
ぎ
ぎ
ざ
・
盟
包
の
亀
信
冒
陣
員
習
募
尋
迩
寄
、
、
Ｏ
Ｓ
園
ご
昌
爵
、
静
ミ
ミ
言
息
麗
か
ぎ
貝
、
色
。
詳
し
く
は
吉
水
千
慨
子
「
ゲ
ル

ク
派
に
よ
る
経
量
部
学
説
理
解
川
」
（
「
成
田
川
仏
教
研
究
所
紀
要
」
第
二
十
一
号
、
愚
麗
）
臼
‐
魚
貫
也
が
あ
る
。

⑬
共
相
含
曾
ミ
ミ
§
）
と
類
含
曾
普
遍
）
と
は
異
な
っ
た
教
理
用
語
で
あ
る
。
共
相
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
常
（
灘
晶
曾
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
遍
充
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
類
は
一
般
に
は
常
で
あ
る
が
、
類
に
は
常
と
無
常
（
ミ
ミ
侭
曾
）
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
東
の
虚
空
の
類
で
あ

る
虚
空
は
常
で
あ
り
、
金
の
壺
の
類
で
あ
る
壺
は
無
常
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
類
に
つ
い
て
「
佃
物
（
昌
侭
ミ
き
§
・
き
ミ
幕
篭
首
）
に
随
伴
し

て
実
在
し
う
る
」
（
吉
水
前
掲
論
文
）
と
す
る
解
釈
は
、
少
な
く
と
も
ゲ
ル
ク
派
の
理
解
で
は
不
用
で
あ
る
。

⑭
こ
こ
で
知
（
９
）
の
定
義
の
う
ち
、
「
知
る
こ
と
」
（
自
動
訶
）
に
よ
っ
て
、
鮮
明
（
岨
員
冨
〉
冒
冒
）
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
根
（
き
§
ぬ
宮
Ⅱ

有
色
な
る
根
）
が
知
で
あ
る
こ
と
が
除
か
れ
、
「
鮮
明
で
あ
り
」
に
よ
っ
て
、
有
対
象
で
あ
る
、
人
（
醤
侭
凝
ら
が
除
か
れ
る
。
な
お
こ
の
定
義
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中
の
｝
碕
曾
は
動
詞
で
あ
り
、
言
『
‐
崎
貰
い
言
息
へ
侭
曽
ご
ミ
ミ
唄
侭
と
あ
る
場
合
の
》
‐
崎
曾
は
名
詞
で
あ
る
。
そ
の
区
別
は
発
音
の
抑
揚
に
よ
っ
て

示
さ
れ
る
。
【
補
遺
】
ジ
ャ
ム
ヤ
ム
シ
ェ
ー
パ
は
、
②
冒
曾
に
対
し
て
、
「
顕
現
し
、
物
質
に
非
ざ
る
も
の
」
（
唱
邑
こ
ミ
ミ
喜
言
量
）
と
い
う
定
義

を
与
え
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
、
、
詞
昌
、
昌
冒
雷
回
》
あ
旨
号
冬
』
急
ぎ
号
侭
鼠
曹
堂
。
昌
侭
ミ
ミ
ミ
旧
ミ
ミ
ご
唱
言
吻
弓
息
頚
ミ
獅
琶
畠

至
（
吻
言
旨
耳
鼻
群
ミ
§
口
言
§
旨
＆
冨
営
尋
尋
旨
ご
§
幕
鼻
員
、
》
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
》
侭
曾
（
動
詞
）
の
意
味
と
し
て
は
「
対
象
が
現
じ
る

こ
と
‐
一
唇
ミ
３
ｓ
．
言
）
、
「
顕
現
す
る
こ
と
」
（
旨
ミ
侭
亙
を
指
摘
す
る
。
言
９
房
恩
ミ
ミ
ミ
訂
）
弓
冨
勗
言
も
ミ
ム

⑮
（
鍔
暮
ご
息
営
§
為
吻
会
ミ
ミ
宮
感
冒
曾
昌
曾
嘗
薑
暮
・
き
Ｓ
冨
亀
さ
‐
コ
ミ
ミ
蔦
、
戸
隠
局
寄
守
噂
園
冒
雷
§
忌
暑
ミ
ミ
・
詮
Ｓ
富
、
愚
冒
涜
§
ミ
ミ

⑯
「
三
つ
の
考
察
に
よ
っ
て
清
浄
な
」
と
は
、
聖
典
が
量
で
あ
る
こ
と
の
理
由
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
に
つ
い
て
は
、
「
量
評
釈
』
、
宍
目

匪
３
．
耳
言
ミ
ヘ
ミ
ミ
ｓ
も
届
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
タ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
の
註
釈
害
「
解
脱
道
作
明
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。
「
経
験
さ

れ
る
現
前
の
も
の
（
言
薑
噌
蕎
巴
ミ
）
の
説
示
に
お
い
て
、
知
覚
に
よ
る
害
が
な
い
こ
と
」
、
「
経
験
さ
れ
る
隠
れ
て
い
る
も
の
ｓ
侭
磐
震
舜

曾
さ
雰
国
）
の
内
容
の
説
示
に
お
い
て
、
事
物
の
力
よ
り
生
じ
た
二
つ
の
推
量
に
よ
る
害
が
な
い
こ
と
」
、
「
経
験
さ
れ
な
い
事
物
で
あ
り
、
き
わ
め

て
隠
れ
た
も
の
た
る
内
容
が
説
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
と
承
認
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
聖
典
に
基
づ
く
推
理
に
よ
っ
て
も
害
さ
れ
ず
、
前
後
の
語
の

背
反
、
直
接
・
間
接
［
の
い
ず
れ
の
］
背
反
に
よ
っ
て
も
害
さ
れ
な
い
こ
と
」
（
票
ミ
ー
ミ
量
鴨
ミ
ご
鼠
尋
冒
も
、
１
。
な
お
、
こ
の
タ
ル
マ
リ

ン
チ
ェ
ン
の
註
釈
部
分
に
は
既
に
研
究
論
文
（
「
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
」
館
四
十
四
号
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
、
民
尉
閏
心
で
説
か

れ
る
、
量
と
な
れ
る
聖
典
の
確
認
の
た
め
の
三
つ
の
条
件
を
、
先
の
三
つ
と
取
り
違
え
て
瑚
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
注
意
さ
れ
た
い
。

⑰
「
宝
鬘
論
』
記
§
昌
昌
貸
云
秀
い
き
島
慧
員
罫
侭
暮
皇
罫
§
》
蔑
凰

⑱
ロ
言
、
言
。
ミ
ミ
〉
、
ミ
ミ
ミ
凰
凰
鼠
§
一
昌
尋
興
口
ざ
心
隠
幻
烏
か
℃
函
‐
駒

⑲
こ
れ
ら
量
に
非
ざ
る
五
つ
の
知
に
対
す
る
訳
語
に
つ
い
て
は
、
『
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
研
究
」
第
二
巻
、
東
洋
文
庫
、
一
九
九
○
の
訳
業
を
参
考
に

し
た
。
な
お
量
に
非
ざ
る
五
つ
の
知
に
つ
い
て
は
、
既
に
ゴ
ク
・
ロ
デ
ン
シ
ュ
ー
ラ
プ
含
扇
甲
旨
こ
の
薑
決
着
難
処
註
』
に
言
及
さ
れ
る
。

中
国
蔵
学
出
版
社
、
愚
増
も
恥
蝉
冒
愚
‐
凶
．
号
吻
菖
暮
員
営
亀
ミ
亀
言
一
息
員
喜
肩
冒
す
至
胃
§
哩
亀
ご
国
侭
閣
貰
島
畠
、
胃
員
曾
ご
ミ
ミ
暮

昏
言
廻
肩
貰
曹
冒
冒
昌
畠
、
萱
包
号
竺
員
ｓ
侭
葺
苛
暮
。
言
ミ
Ｑ
営
匂
ミ
：
ま
た
同
書
に
は
、
芝
き
§
ミ
員
言
皇
昌
冒
ゞ
ミ
碗
言
菖
稠
迂
と
い
う

用
語
も
頻
用
さ
れ
る
。
碕
応
同
書
、
、
目
副
官
８
１
、
息
望
、
旨
・
菖
忌
§
鴨
言
島
愚
量
冴
言
薑
ミ
ミ
青
ミ
奪
首
胃
胃
曾
島
侭
ご
首
琴
旨
与
園

‐
坤
已

再

奇
②
心
眼
“
、
邑
斡
凰
○
的
、
ｓ
》
気
言
晦
量
廷
璋
管
震
ぬ
い
尉
界
・
・

闇
へ
誉
嵩
葛
、
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⑳
推
測
を
疑
と
異
な
っ
た
知
と
し
て
認
め
な
い
、
サ
キ
ャ
・
パ
ン
デ
ィ
タ
に
よ
る
推
測
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
『
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
研
究
」
第
二
巻
、
塑

慰
闇
‐
繋
留
‐
忠
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
器
鴎
曾
ミ
ミ
ご
ミ
の
使
用
例
と
し
て
、
ジ
ャ
ヤ
ー
ナ
ン
ダ
蜀
葛
琶
口
葛
島
の
『
人
中
論
釈
」
ミ
ミ
ご
ミ
ミ
ざ
ご
ミ
ミ
ミ
尋
貫
口
罵
認
昌
員
哺
８
が

⑳
昌
畠
吻
迂
ｓ
耳
言
ミ
ミ
↓
‐
烏
画
こ
員
と
い
う
用
語
は
、
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
も
用
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
密
意
解
明
」
の
第
四
勝
義
発
心
の
註
釈
部
分

で
は
、
そ
の
第
四
地
（
焔
慧
地
）
で
の
所
断
と
な
れ
る
我
執
（
菖
飼
幕
営
）
と
し
て
、
「
個
我
、
有
情
等
は
自
足
的
な
実
有
で
あ
る
と
捉
え
る
粗
大

な
る
人
我
執
と
人
我
所
執
と
蒋
界
処
を
諦
と
思
念
す
る
法
我
執
」
が
指
摘
さ
れ
る
て
い
る
（
闇
雲
ご
ミ
舟
。
侭
、
盲
『
‐
息
唄
ミ
ミ

ミ
回
鼻
旨
ミ
鼻
冒
ミ
ミ
画
貝
賀
国
臼
＆
‐
④
。
こ
の
論
述
は
、
人
が
自
足
的
な
実
有
で
あ
る
と
捉
え
る
我
執
が
、
帰
謬
派
で
は
、
倶
生
の
我
執
で
あ

る
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
典
拠
と
な
る
。

（
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
種
智
院
大
学
講
師
・
高
田
順
仁
氏
の
協
力
を
得
た
。
）
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